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人口 と 世 帯（9 月1日現在）

Ｏ人口　464,127人 （－138）

Ｏ　男　236j82 人　（－88 ）

Ｏ　女　22Z,945人　（－50 ）

Ｏ世帯　IZ3,162世帯（－62 ）

地域の伝統を受け継いで

(
)
は
前
月
比

日枝神社・三匹獅子舞

この日のために９月から練習してきま

した。３匹の獅子のリズムを合わせるの

に苦労しましたが、今は大役を果たせて

ホツとしています。

来年もまた挑戦したいと思います。

９
月
2
0日
か
ら
三
日
間
、
和
名
ヶ
谷
の
日
枝
神
社

で
は
三
匹
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

三
匹
の
獅
子
が
、
自
ら
た
た
く
太
鼓
の
響
き
と
笛

の
音
に
合
わ
せ
境
内
を
激
し
く
舞
い
ま
す
。
そ
の
姿

は
、
親
獅
子
と
兄
獅
子
が
一
匹
の
女
獅
子
を
奪
い
合

う
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
獅
子
を
引
立
て
る

お
ど
け
役
の
猿
も
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
の
に
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。
そ
し
て
、
祭
り
の
流
れ
が
生
み

出
す
神
秘
的
な
雰
囲
気
は
、
不
思
議
と
見
る
人
の
心

を
熱
く
し
ま
す
。

古
く
は
五
穀
豊
饒
と
悪
霊
退
散
の
祈
り
を
込
め
て
、

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
三
匹
獅
子
舞
。
今
も
地
域
の

文
化
を
愛
す
る
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
絶
や
す
こ

と
な
く
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ひ ゅ ーまん
ＣＩＴ Ｙ

ま つど
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秋の特別展

獅子頭をかぶって舞を演じた３人。左か

ら河上寛之さん( 親獅子)、石井隆之さん

(女獅子)、河上武司さん( 兄獅子)

※
三
匹

獅
子

舞
は

、
上

本
郷

の
風

早
神

社
・

明
治

神
社

（
1
0

月
８

日
）
、
大

橋
の

胡
箟

神
社

（
1
0月
2
8
日
・
2
9日
）
で

も

奉
納

さ
れ

、
松

戸

の
獅
子

舞
と

し
て

い
ず
れ
も
市

の
無
形

文
化

財

に
指
定

さ
れ
て

い
ま

す
。



秋の特別展特集

市立博物館と戸定歴史館で、相次いで大型

の展覧会が開催されます。

10月８日出から始まる市立博物館特別展「馬

と牧一かつて松戸は牧場だった」と、10月22

日倒 からの戸定歴史館特別展「二条城一黒書

院障壁画と幕末古写真」 です。

いずれも文化の秋を飾るにふさわしい充実

した内容です。 ごゆっくりとご観覧ください。

二条城黒書院障壁画(二の間戸襖・紙本金地著色桜花図)

国内 の美術館・博物館で初めて公開さ れます。現在、二条城

障壁画は模写事業が 進めら れて おり、完了したところ から保存

のため模写に置き 換えられているため、本物は一般公開されて

いません。今回は、 狩野尚信ら により描かれた重要文化財黒書

院障壁画27面ほかを 観覧できる 貴重な機会となります。

戸
定
歴
史
館
で
は
、
水
戸
藩
最
後

の

藩
主
・
徳
川
昭

武
と
、
そ
の

実
兄

で

最
後
の
将
軍
・
慶
喜
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
成
果
を
順
次
公
開
し
て

い

ま
す
が
、
昨
年
、
慶
喜

が
撮
影
さ

せ

た
と
推
定
さ
れ
る
幕
末
期
の
二
城

城
の
写
真
を
発
見
し
ま
し
た
。

二
条
城
は
京
都
で
の
将
軍
の
居
館

と
し
て
徳
川
家
康
が
造
営
し

、
三
代

将
軍
家
光
が
後
水
尾
天

皇
の
行
幸
を

仰
ぐ
た
め
大
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

本
丸
は
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、

二
の
丸
御
殿
は
、
幕
府
公
式
の
館
の

唯
一
の
遺
構
と
し
て

、
今
も
豪
壮
華

麗
な
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
二
条
城
は

、
大
政
奉
還

が
行

わ
れ
る
な
ど
、
幕
末
の
政
局
の
中
で

重
要

な
位
置
を
占
め
て

い
ま
し
た
が

幕
末
期
の
こ
の
城
に
関
す
る
資
料
は

極
め
て
乏
し
い
の

が
現
状
で

す
。

今
回
発
見
さ
れ
た
写
真
は
、
こ
れ

ま
で

存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い

な
か
っ

た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
幕
末
の
二

条
城
の
様
子
を
知
る
う
え
で
の
貴
重

な
資
料
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
成
果
を
受
け
て
戸
定
歴
史
館

幕
末
の
二
条
城
に
か
か
わ
る
人
々
の
資
料

幕
末
の
激
動
の
波
は
、
二
条
城

に
か
か
わ
っ
て
い
た
下
級
武
士
た

ち
を
も
直
撃
し
ま
す
。
今
回
の
調

査
で
発
見
さ
れ
た
彼
ら
に
つ
い
て

の

資
料
も
出
品
さ
れ
ま
す
。
中
で

も
、
江
戸

城
を
始
め
て

撮
影
し
た

写
真
師
と
し
て
有
名
な
横
山
松
三

郎
が
一
八
六
八
年
に
撮
影
し
た
湿

板
の
人
物
写
真
は
、
写
真
史
上
か

ら
も
貴
重
な
も
の
で
す
。
な
ぜ
か
、

着
物
を
左
前
に
着
、
文
字
を
書
き

記
し
た
半
紙
も
裏
返
し
に
し
て
撮

影
し
て
い
ま

す
が
、
理
由
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん

。

真壁 嘉 綏肖像

慶応４年４月 湿板写真

横山松三郎 撮影

かつて松戸は牧場だった

黒
書
院
障
壁
画
と
幕
末
古
写
真

初公開の幕末の二条城および

徳川慶喜の居館などの写真12件13点

徳
川
慶
喜
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
写
真
か
ら

は
、
幕

末
の
激
動
の
時
代
の
息

吹
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
幕

末
政
界
の
中
枢
の
場
所
を
撮
影
し

た
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
将
軍
な
ど
の
限
ら
れ
た

人
を
除

い
て
は
撮
影

不
可
能
だ
っ
た
も
の
で
、

資
料

的
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
五

点
の
着
色
写
真
を
含
ん
で

い
ま
す
。

松
戸

市
を
含
む
千
葉
県
北
部
の
下
総
台

地
は
、
古
代
以
来
の
馬
産
地
で
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
は
、幕
府
が
小
金
・
佐

倉
の
両
牧
を
経
営
し
始
め
、
八
代
将
軍
吉

宗
は
輸
入
馬
の
導
入

と
馬
匹
改
良
を
進
め

る
一
方
、
安
房
嶺
岡
牧
を
再
開
し

、
馬
だ

け
で
な
く
、
乳
牛
の

養
育
も
始
め
ま
し
た
。

寛
政
期
に
は
駿
河
愛
鷹
牧
を
開
設
し
、

幕

府
直
轄
の
牧
場
は
四
牧
と
な
り
、
幕
府

は
輸
入
馬
や
南
部
馬
な
ど
の
馬
を
こ
の
四

牧
に
放
し
ま
す
。
合
戦
が
な
く
な
り
、
武

士
が
馬
を
飼
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
こ

の
時
代
に

あ
っ
て

は
、
軍
馬
と
い
う
よ
り

武
士
の
象
徴
と
し
て
の
馬
を
生
み
出
そ
う

と
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
地
元
小
金
牧
に

関
す
る
資
料
を
中
心
に
、
佐
倉
・
嶺
岡
・

愛
鷹
牧
の
資
料
と
、
江
戸
時
代
の
馬
産
地

で

あ

る

南

部

藩

・
伊

達

藩

・
相

馬

藩
の

馬

と

牧

に

関

す

る
資

料

を

取

り
上

げ

ま
す

。

わ

ず

か
百

三

十

年

前
ま

で

牧

場

だ

っ
た

松

戸

の

歴

史

を
思

い

起
こ

す
と

と

も
に

、

近

代

以

前
に

は

身

近

だ

っ
た

馬

と

人
の

歴

史
を

振

り
返

る
場

に

な

る
で

し

ょ

う

。

日

時
：
1
0
月
８

日

出
～
1
1
月
2
7
日

㈲

、

午
前

９

時
3
0
分

～

午

後
５

時

（
入

館
は

４

時
3
0
分

ま
で

）

※
毎

週

月

曜
日

と

、

第
四

金

曜

日

（
1
0
月

2
8日

）
は

休
館

日
で

す

。

会
場

…
市

立
博

物

館

観
覧
料
…
一
般
三
百
円
（
二
百
四
十
円
）
、

高
大

学

生
百

五

十
円
（
百

円

）
、
小

中

学

生

百

円
（
六

十

円

）

※
（
　

）
は
二

十

人
以

上

の

団

体
料

金

で

す

。

常

設

展
は

別

料

金
と

な

り

ま

す

。

蠢
市

立

博

物

館

｀
8
4－
8
1
8
1

番

主な展示資料
佐倉取香牧焼印

馬の左臀(でん)部に押された焼印。

佐倉七牧のひとつ取香牧は「扇地

紙」という扇型の印であった

(藤崎牧士史料館蔵)

馬杓(馬具)

(川上一男家蔵)

馬用の杓(水汲み)。小金牧士川上

家の梅鉢紋がある

で
は
、
元
離
宮
二

条
城
事
務
所
の
協

力
を
得
て
、
写
真
に
つ
い
て
の
現
地

調
査
な
ど
を
行
い
、
二
条
城
を
テ
ー

マ
と
す
る
特
別
展
を
企
圃
し
ま
し
た
・

こ
の
展
覧
会
に
は
、
京
都
市
、
元

離
宮
二
条
城
事
務
所
の
協
力
で
、
二

条
城
黒
書
院
の

障
壁
画
も
出
品
さ
れ

ま
す
。
二
条
城
障
壁
画

が
、
国
内
の

美
術
館
・
博
物
館
で
公

開
さ
れ
る
の

は
、
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

日
時
…
1
0
月
2
2
日
出
～
1
1
月
2
7
日

聞
、
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
５

時
（
入

館
は
４
時
3
0分
ま
で
）

※
毎
週
月
曜
日

は
休
館
で

す
。

会
場
…
戸
定
歴
史
館

入
館
料
…
一
般
三
百
円
（
二
百
四

十
円
）
、
高
大
学
生
二
百
円
（
百
六
十

円
）
、
小
中
学
生
百
円
（
八
十
円
）

※
(
　
）
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

金
で

す
。

蠢
戸
定
歴
史
館
四
6
2－

ぶ
０
５
０
番と牧

馬
と
人
節
の
交
渉
史

日
時
…
1
0
月
3
0
日
㈲
午
後
２
時
～
３

時
会
揚
…
市
立
博
物
館

講
師
…
日
本
福
祉
大
学
客
員
教
授
・

林
英

夫

氏

定
員
…
八
十
人
（
抽
選
）

費
用
…
無
料

惠
1
0
月
2
3
日
㈲
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・

電
話

番

号

を
記

入
し

、

〒
2
7
0
松
戸
市
千
駄
堀
六
七
一
松
戸
市
立

博

物

館

特
別

展

記

念
講

演

係
へ

慶

長
遣

欧
使
節
（
支

倉
常

長
）
が
持

ち

帰
っ

た
西

洋
鞍

・
鐙
（
重
文

）
、
八
戸

南

部
家
旧

蔵
鞍

・

鐙
、
南

部
小

絵

馬
、

相

馬
野

馬
追

い
関

係
資

料

、
小

金
原
勝

景

絵

図
、
佐

倉
牧

野
馬

捕

絵
図

、
嶺
岡

牧

焼
印

、
冨
士

三

十
六

景
小

金

原
、
駿

州

愛

鷹
牧

捕
馬
之

図

屏
風

、
ほ

か
牧

士
関

係

資
料

な
ど

約
百
二

十

点

鞍(馬具)

(川上一男家蔵)
牧士の日常用の鞍

水飲み(携帯用)

一見すると貝のようだが木製で、

帯に狭む根付には黒猫が描かれて

いる( 藤崎牧 士史料館蔵)

戸
定
歴
史
館

二
条
城

特
別
展

幕末の二条城黒書院(着色写真

)

二条城本丸仮御殿(徳川慶喜らの上洛に合わせるため、急きょ

建てられました。２枚の写真を合成)

特
別
展
記
念
講
演
会

馬市立博物館

特　別　展

鎧(馬具)

(川上一男家蔵)

御旧領名所図巻の名所15景中「木崎の牧」(盛岡市中央公民館蔵)



2
1
世
紀
の
森
と
広
場
に

10/9( 日)正午

剄
一
世
紀
の
森
と
広
場
内
に
「
自
然
生
態
圜
」
が
完
成
し
、

1
0月
９
日
正
午
か
ら
一
般
開
放
し
ま
す
。

自
然
生
態
園
に
は
自
然
観
察
舎
と
湿
地
の
観
察
園
が

あ
り
、

野
鳥
や
昆
虫
、
湿
地
の
植
物
の
観
察
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
こ
に
生
息
す
る
生
き
物
の
情
報
な
ど
も
提
供
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が

生
息
し
て
い
ま
す

自
然
生
態
園
は

、
2
1世
紀
の
森

と
広
場
の
中
で

今
で
も
千
駄
堀
の

原
風
景
が
残
さ
れ
て

い
る
新
堀
地

区
に
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。

（
図
①
）
。

こ
れ
は
、
こ
の
地
域
に
生
息
す

る
野
鳥
や
昆
虫
、
湿
地
の
植
物
を

観
察
し
た
り
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ

図⑧ 自然観察舎

い
を
通
じ
て

、
生
態
系
の

仕
組
み

や
人

と
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
学

習
す
る
場
所
と
し
て

建
設
を
す
す

め
て

き
た
も
の
で

す
。

ぐ
る
り
と
斜
面
の
樹
木
に
囲
ま

れ
た
湿
地
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
生

き
物
が
生
息
し
て

お
り
、
「
い
き

も
の
た
ち
の
谷
津
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

自
然
観
察
舎
か
ら
は
草
原
や
水

辺
の
野
鳥
の
観
察
が
で

き
ま
す
。

観察室からは

こ んな光景か見ら れるかも

バ
ー
ド
ウ
ォ
ツ
チ
ン
グ
が

楽
し
め
ま
す

拠
点
施
設
で
あ
る
自
然
観
察
舎

に
は
観
察
室
・
展
示
通
路
・
相
談

室
な
ど

が
あ
り
（
図
②
）
、
全
面
ガ

ラ
ス
張
り
の
観
察
室
か
ら

は
池
や

湿
地
が
一
望
で
き
ま
す
。
観
察
カ

ウ
ン
タ
ー
に
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
コ

ー
プ
（
望
遠
鏡
）
が
十
四
台
が
セ
ッ

卜
さ
れ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
ク

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
双
眼
鏡

の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

展
示
通
路
で
は
自
然
生
態
園
で

観
察
で
き
る
野
鳥
や
昆
虫
・
湿
生

植
物
の
パ
ネ
ル
に
よ
る
解
説
や
写

真
を
、
相
談
室
で

は
そ
の
時
期
の

見
ど
こ
ろ
情
報
な
ど
を
展
示
す
る

ほ
か
、
図
書
の
閲

覧
、
相
談
な
ど

を
行
い
ま
す
。

湿
地
の

観
察
圜
は

制

限
公
開
で

す

湿
地
の
観
察
園
に
は
木
道
が
巡

ら

さ
れ
て

お
り
、
植
物
や
昆
虫
な

ど
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

四
季
お
り
お
り
の
感
動
が

体
験
で
き
ま
す

こ
の
よ
う
に
、
自
然
生
態
園
は

人
間
と
自
然
の
か
か
お
り
あ
い
を

自
分
の
目
を
通
し
て

学
習
す
る
場

所
で
す
。
訪
れ
た
人
々
が
四
季
お

り
お
り
の
感
動

を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
自
然

環
境
で

す
。

こ
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
み
ん

な
で
守
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

蠢
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
四
4
5－
8
9

0
0
番
（
月
曜
日
は
休
館
）

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
み
」

2
1世
紀
の
森
と
広
場
は
自
然

を
大
切
に
し
た
公
園
で
、
い
つ

も
夫
婦
で
来
て
い
ま
す
。

自
然
生
態
園
が
も
う
す
ぐ
オ

ー
プ
ン
し
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン

グ
が
で
き
る
と
い
う
の
で
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

今
後
も
、
自
然
は
大
切
に
し

た
い
で
す
ね
。

サービスを開始
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
が
必
要
と
す
る
、
家
事

援
助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
の
人
た
ち
の
参
加

と
協
力
に
よ
り
、
有
償
で
提
供
す
る
財
団
法
人
松
戸

市
福
祉
公
社
が
今
年
４

月
に
発
足
し
、
1
0月
１
日
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

研修中の協力会員

利

用
会
員

を
募
集
し

て

い

ま
す

他
の
市
内
在
住
の
人
で

、
公

社
が

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
認
め
た
世

帯
で
す
。

利
用
時
間
・
利
用
料
金
は
表
２

の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
は
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
福
祉
公

社
へ
お
願
い
し
ま
す
。

賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す

高
齢
だ
っ
た
り
、
障
害
を
持
っ

て
い
た
り
し
て
、
日
常
生
活
の
中

で
手
助
け

を
必
要
と
す
る
利
用
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は

、
基
本
サ

ー
ビ
ス
と
協
力
会
員

が
行
な
う
家

事
援
助
・
介
護
援
助

サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
電
話
機
に
装
置

を
付
け
て
ボ

タ
ン
ひ
と
つ
で
看
護

婦
等
が
相
談

に
応
じ
、
緊
急
時
に

連
絡
先
に
通

報
す
る
二
十
四
時
間
あ
ん
し
ん
電

話
サ
ー
ビ
ス
の
三
つ
で
表
１
の
と

お
り
で

す
。

利
用

会
員
に
な
れ
る
の
は
①
お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
い

る
世
帯
②
心
身
に
な
ん
ら
か
の
障

害
の
あ
る
人

が
い
る
世
帯
③
ひ
と

り
親
（
母
子

・
父
子
）
家
庭
④
そ
の

賛
助
会
員
は
福
祉
公

社
の
事
業

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・

団
体
・
企
業
な
ど
の

皆
さ
ん
で

す
。

会
費
は
公

社
の
事
業
拡
大
の
た
め

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
社
の
事
業
発
展
の
た
め

、
多
く

の
方
の

ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

賛
助
会
費
は
表
３
の
と
お
り
で

す
。入

会
方
法
…
直
接
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

。
ご
連

絡
を
い

た
だ
い
た
人
に
は
会
費
振

込
用
紙

を
送
付
し

、
入
金
を
確
認

次
第
、

会
員
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
会
員
の
人
に
は
公
社
報

を
お
届
け
し
、
公

社
の
現
状
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

蠢
財
松
戸
市
福
祉
公
社
（
松
戸
市

上
矢
切
二

九
九
１

一
総
合
福
祉
会

館
内
）｛
1
6
8－
2
9
4
1

番

表３　　賛助会員会費

個人 法人

入 会金 1,000円 10,000円

年会費 1,000円 10,000円

表１　 サービス内容

基本サービ ス

・公社コーディネ ータ ー（ 保健婦､福

祉専門職員）による訪問相談

・在宅生 活に関するさまざ まな 相談

・会報による福祉公社の活動の紹介

や情報提供

家事援助 ・介護援助サ ービ ス

〔家事援助〕

・調理・洗濯・住居等の掃除

・生活必需品の買い 物

・関係機関等との連絡・そ の他

〔介護援助〕

・食事介助・外出介助・見守り

・着替えの介助・排せつ介助

・入浴補助・清拭・洗髪・その他

24時間あんし ん電話サービ ス

・緊急 時の関係機関への通報

・日 常生 活の相談

表２　　　　　　　　 サ ービス利用料

入　　会　　金 1,000円（登録時のみ）

月　　会　　費 月1,000円（基本サービス）

家事
・介
護援
助サ
ービ
ス

派 遣時 間

月曜日～金曜日 土･日 曜日､祝日

午前９時～

午後５時

午前８時～９時

午後５時～８時

午前９時～

午後５時

利

用

法

家　事 ｑ時間　900円 1時間1,100円 ｑ時間1,100円

介　護 １時間1,100円 １時間1,300円 １時間1,300円

派遣 経費 派遣１回につき500円

24時間あんしん電話サービス 月3,500 円（通話料・消費税別）

自
然
生
態
園
が
オ
ー
プ
ン

財松戸市福祉公社

21世紀の森と広場

図① 自然生態園

ま
た
、
土
・
日

曜
日
・
祝
日
は

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
湿
地
の
自
然

に
つ
い
て
の
解
説
を
し
ま
す
。

な
お

、
自
然
生
態
園
は
生
き
物

の
生
息
空
間
で

あ
り
、
生
き
物
た

ち
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
湿
地
の
観
察
園
の
一
般
開

放

は
時
間
と
人
数
を
制
限
し
て
行
う

「
制
限
公
開
」
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

利
用
案
内
は
、
表

①
の
と
お
り

で
す
。

牧
の
原
　
吉
野
　

博
明
さ
ん

秀
子
さ
ん

ハシビロガモのつがい

オープン間近の自然生態園

自
然
観
察
舎

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ
が

ゼ
ッ

ト
さ
れ
た
観
察
室

オニヤンマ
カワウ

表① 利用案内

●自然観察舎

利用時閼

●午前９時30分～午後４時30分

●７月21日～８月20日

午前９時30分～午後６時

●11月～２月

午前９時30分～ 午後４時

費用…無料

●湿地の観察園　　　　　　　　、

利用時間

●午前10時～午後３時30分

１回先着25人以内

ただし 、季節・天候・曜日 などにより 利

用を 制限させていただきます。

●団体(20人以上)〔平日のみ〕

事前にお申し込みく ださい。

昔40 －414()番

費用…無料

＊休館(園)日 …月曜日( 祝日 の場合は翌日)

コサギ コナギ



駅周辺の路上駐車をなくそう
｢駐車場整備計画｣を策定

年
々

深
刻

化

す
る

路
上

駐
車

問
題

を

解
決
す

る
た
め

、
市

で

は
平

成
６

年

２

月
に

都
市

計
画

決

定
し

た
市

内
四
ヵ

所
の

駐
車

場
整

備
地

区
を

対

象
と

し
て

、
「

松

戸

市

駐

車

場

整

備

計
画

」

（
整
備
目
標
：
平
成
1
5
年
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

今

後
は

、
こ
の

計

画
に

基
づ

き

、
駅
周

辺
の

路
上
駐

車

を
な

く
す

た
め

、
駐

車
施

設
の

整

備

を
重
点

的
に

進

め
て

い
き

ま
す

。

駅
周
辺
の
市
街
地
で

は
、
駐
車

場
の
不
足
な
ど
に
よ
り
路
上
駐
車

が
発
生
し
、
交
通
渋
滞
や
交
通
事

故
等

の
原

因
に

も
な

っ
て

い
ま

す
。市

で
は
今
年
２

月
、
都
市
計
画

法
に

基
づ
い
て

、
松
戸
・
新
松
戸
・

八
柱
・
東
松
戸
駅
周
辺
の
四
地
区

（
別
図
の
と
お
り
）
を
駐
車
場
整

備
地
区
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
策
定
し
た
駐
車
場
整
備
計

画
は
、
こ
れ
ら
四
地
区
に
お
け
る

駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

だ

れ

も
が
利

用
で

き

る
駐

車
場

（
時
間
貸
し

駐
車
場
）
を
長
期
的

に

整

備
し
よ

う

と
い

う
も
の

で

す
。こ

れ
ら
の
地
区
で
は
、
駐
車
場

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
を
建
て

る
場
合

な
ど
に
、
駐
車
場
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た

、
こ

れ
ら
の
地
区
内
で

民

営
の

時
間
貸
し
駐
車
場
が
増
え
る

よ
う
に

、
市
で
は
補
助
金
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、

道
路
交
通
の
円
滑
化
、
都
市
機
能

の
維
持
・
増
進
、
商
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

こ

れ
ら
の
地
区
の

う
ち
、
市
で

は
既
に
松
戸
駅
周
辺
地
区
で

、三
百

三

十
七
台
を
収
容
で
き
る
松
戸
駅

西
口
地
下
駐
車
場
を
整
備
し

、
重

要
な
駐
車
場
と
し
て

機
能
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
民
営
の

も
の
と
し
て
は
、

既
存
の
駐
車
場
（
四
地
区
合
計
で

二
十
ヵ
所
）
、
約
二
千
七
百
八
十
台

に

加
え
、
計
画
中
の

も
の
が
一
力

駐車車両のすき間をぬ つて横断する歩行者

駐車施設の付置義務条例の改正点
所
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

、
市
と
民
間
と
が

協
力
し
て

駐
車
場
の
整
備
を
進
め

て

い
ま
す
。

な
お

、
こ
の

整
備
計
画
は
、
都

市
計
画
課
で

ご
覧
に
な
る
こ

と
が

で
き
ま
す
。

駐

車

場
）

③
立

体
駐

車

場

（

機

械

式

を

含
む

）

④

駐

車
ま

す

（
ス

ペ

ー
ス

）
の

合

計

が
五

百

平

方

メ

ー

ト
ル

以

上

助
成
の
内
容
…
①
補
助
金
＝
固

定

資

産

税

・
都

市

計

画

税
に

相

当

す

る

額

。
補

助

期

間
は

五

年

間

②

利

子

補

給
＝

金

融

機

関
か

ら

の

融

資

に

対

す

る

支
払

利

子
（
利

率
九
・

五

％

ま
で

）
の

二

分
の

一
以

下

に

相

当

す

る

額
で

、

年

額

五
百

万

円

を

限

度

と

す

る
。

補

給

期
間

は

二

年
間

※東松戸駅周辺地区は、現在土地区画整理事業

中です（地図は事業終了後のものです）。

た
地
区
で
は

、
今
後
一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
の
新
築
等
を
行
う
場

合
に
は
、「
松
戸
市
建
築
物
に
お
け

る
駐
車
施
設
の
附
置
等
に

関
す
る

条
例
」
に
よ
る
駐
車
場
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
昭
和
5
8年
度
か
ら
こ
の

条
例
を
施
行
し
、
松
戸
駅
周
辺
地

区
で

は
駐
車
場
の
確
保
に

努
め
て

き
ま
し

た
。

し
か
し
、
近
年
の
駐
車
実
態
が

同
条
例
の
基
準
に
そ
ぐ
わ
な
く
な

っ
て
き
た
た
め
、
９
月
の
議
会
で

改
正
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
改
正
条
例
は

、
平
成
７

年

４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
計
画

係

改　正　前 改 正 後

適　用　日 平成 ア年３月31日まで 平成７年４月１日から

建条
物例
床 適
面 用
積の

特定用途
2,000平方む以上

(30(〕平方なごとに１台)

1,000平方㍍以上

(150平方㍍ごとに１台)

非特定用途
3,000平方な以上

(450平方戉ごとに１台)

2,000平方㍍以上

(450平方㍍ごとに１台)

大 規模建 築物

〔 事務所用 途：延床

面積10,000平方㍍

〕

以上 のも の

に対 する 基準の

緩和

.10,000 ～50,000

平方㍍の部分
30％免除

50,000～100,000

平方㍍の部分
40％免除

100,000平方㍍

を超える部分
50％免除

駐車ます（スペー

ス）の大きさと割

合

一律:2.3×5.0㍍以上

小　型

乗用車

2.3×5.0㍍

以上
９割

普　通

乗用車

2.5×6.0㍍

以上
１割

車いす
3.5×6.0㍍

以上

普通車の

内数で１

台以上

罰則

規定

是正命令に

従わない時
10万円以下 20万円以下

立入検査・報

告義務を拒ん
だ時

３万円以下 ６万円以下

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
十
三
　

四
十
代

歯
周
病
と
そ
の
治
療
法

最
近
、
電
動
歯
ブ
ラ

シ
が
普

及
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
電

動
歯
ブ
ラ

シ
の
長
所
と
短
所
に

つ
い
て

、
お

話
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

特
に
歯
周
訶
の
治
療
を
受
け

た

後
、
そ
の
状
態
を
保
つ
た
め

に
は

、
か
な
り
厳
密
な
プ
ラ

ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
歯
垢
の

清

掃
）
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
歯

科
医

院
で

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の

指

導
を
受
け
、
毎
日
ホ

ー
ム
ケ
ア

に
努
め
な
い
と
、
せ
っ
か
く
良

く
な
っ
た
歯
茎
の

状
態
も
簡
単

に
元
の
木
阿
彌
に

な
っ
て

し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
あ

る
程
度
骨

が
溶
け
て
し
ま
っ
て

い
る
よ

う
な
場
合
で
は
、
以

前

に
増
し
て
そ
の
進
行
が
早
く
な

っ
て

し
ま

う
の
で

す
。

…
と
い
う
よ
う
な
説
明
を
受

け
て

、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
に
励
ん

で
い
る
方
が
テ
レ

ビ
の
コ
マ

ー

シ
ャ
ル

を
見
て
、
電
動
歯
ブ
ラ

シ
を
使
っ
て
み
よ
う
と
考
え
る

の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん

。
確

か
に
電
動
歯
ブ
ラ
シ
は
、
柄
の

部
分
が
自
動
的
に
振
動
し
て

く

れ
ま
す
か
ら
、
お

年
寄
り
や

手

の
不
自
由
な
人
な
ど
に
は
便
利

な
も
の
で
す
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
人
は
お
分
か
り

と
思
い
ま
す
が
、
歯
ブ
ラ
シ
の

毛
先
を
正

確
に
思
う
所
に
当
て

る
の
は
、
案
外
と
難
し
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
力
の
入

れ
加
減

も
け
っ
こ

う
微
妙
な
も
の
で
す
。

さ
て

、
こ
れ
を
電
動
歯
ブ
ラ

シ
の
太
い

柄
を
持
っ
て

き
ち
ん

と
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
今
、

電
動
歯
ブ
ラ

シ
を
使
用
し
て
い

る
人
や
、
こ

れ
か
ら
使
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
一

度
電
動
歯
ブ
ラ

シ
を
持
っ
て

歯

科
医
院
で
の
指
導
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

道
具
に

は

そ
の

道
具
に

合

っ
た

使
い

方
が
あ

り
ま

す
。

電
動
歯
ブ
ラ
シ
も
、
実
際
に
歯

垢

が
取

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
、
歯
垢
染
色
剤
な
ど
を
使
っ

て
検
査
し

、
う
ま
く
使
え
る
よ

う
に
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
す
る
こ

と

が
大
切
で

す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

国
民

健
康
保

険
・

加
入
届
け
出

は
お
早

め
に

わ
が
国
の
医
療
保
険
は
「
国
民

皆
保
険
制
度
」
と
い

わ
れ
、
職
場

の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
や

共
済
組
合
）
に
加
入
し
て
い
る
人

や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

以

外
は
、
住
所
地
の

国
民
健
康
保

険
の
加
入

者
（
被
保
険
者
）
に
な

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま

す
。

被
保
険
者
に
な
る
た
め
に
は
、

届
け
出
が
必
要
で

す
。
退
職
な
ど

に
よ
っ
て
い

ず
れ
の
健
康
保
険
に

も
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

茴
国
民
健
康
保
険
課

松戸駅周辺駐車場整備地区

新松戸駅周辺駐車場整備地区

八柱駅周辺駐車場整備地区

東 松戸駅周辺駐車場整備 地区

駐
車
場
の
付
置
義
務
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

駐
車
場
整
備
地
区
に
指
定
さ
れ

時
間
貸
し
駐
車
場
を
建
設
す

る
と
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
駐
車

場
を
建
設
す
る
場
合
、
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

助
成
対
象
…
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
し
た
駐
車
場
①
駐
車
場
整

備
地
区
内
②
一
般
公
共
の
用
に
供

さ
れ
る
路
外
駐
車
場
（
時
間
貸
し



北松戸保育園で

「すくすくサポート21」

が

あなたを応援！

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

一
人
で
悩
ま
な
い
で

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
。
こ
ん
な
う
れ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
子

育
て
を
し
て
い
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
で

心
配
し
た
り
、

ち
ょ
つ
と
し
た
こ

と
に
不

安
が
出

て
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
、
そ
ん
な

と
き
一
人
で
考
え
た
り
、
悩
ん
だ

事業内容

り
し

て

い

ま

せ

ん
か

。

市
で

は

、

そ

ん
な

皆

さ

ん

を

支

援
す
る
た
め
、
1
0
月
1
1
日
㈹
か
ら

北

松

戸

保
育

所

に

「
地

域

子

育
て

支
援
モ
デ
ル
事
業
＝
す
く
す
く
サ

ポ

ー
ト
2
1
＝

」

を

開

始
し

ま

す

。

お

気

軽
に

ご
利

用

く
だ

さ

い

。

事
業
開
始
…
1
0
月
1
1
1
1
（
日
㈹
か
ら

場

所

…

市

立

北

松

戸

保

育

所

（
地
図

参
照

）

対
象
…
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ

の

保
護

者

事
業
内
容
…
左
表

圀

保

育
所

課

保
育

指

導

係

育児相談

子育ての悩みを聞きます。

○電話相談…月～金曜日、午前８時30分

～午後５時　豊67－4646番へ

○面接相談…火～木曜日、午後１時～５時

直接北松戸保育所へ

※保育所での体験保育にも応じます。

サークル活動
育成・支援

お母さんたちの交 流を お手伝いしま す。

○地域での育児 サークルづくり 、リーダ ー育成

○親子同士で話 ができる 育児サロンを 開設…毎週

金曜日午後１ 時～５時

○講演会 ・講習 会の開催

○子育ての知 識や技術の提供

育児情報提供

育児のノウハウ ・地域交流の状況 、保 健情報、絵

本、手づくり 玩(がん) 具の紹介など 、身 近な育児

情報を提 供し ます。

○機関紙 発行 …毎月１回

○保育のしおり 発行…年 ４回

※市内 の保育 所や公共施設の窓口 に置きますので

ご 利 用く ださ い。

母
子

家
庭
な
ど
の
児
童

が
高
等

学
校
等
に

在
学
し
て
い
て

、
満
十

八
歳
に
達
し
た
こ

と
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当
や
各
種
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
修

学
資
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象

①
平
成
６

年
４

月
２
日
か

ら
平
成
７
年
３

月
１
日
ま
で
の
間

に
、
一
番
末
の
児
童
が

満
十
八

歳
に
達
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
ま
で
受

給
し
て
い
た
児
童
扶
養

手
当
や

各
種
公
的
年
金

の
受
給
資
格
が
な
く
な

り
、
支
給
を
全
く
打
ち

切
ら
れ
た
母
子
家
庭
な

ど
で
、
児
童

が
高
等
学

校
等
に
在
学
し
て
い
る

場
合
（
厚
生
年
金
な
ど

の
遺
族
年
金
受

給
者
で

、

母
親
に
受
給
資
格
が
あ

る
場
合
は
該
当
し
ま
せ

修学資金を 支給します
教
育

法
に

も
と

づ
く

高

等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
盲
学
校
、

ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
、
修
業

年
限
三

年
以
上
の

専
修
学
校
、

各
種
学
校
を
い
い
ま
す
。

※
「
母
子

家
庭
な
ど
」
と
は
、
父

親
が
死
亡

、
離
婚
、
重
度
の
障

害
者
、
法

令
に
よ
る
一
年
以
上

合
併

処
理
浄
化
槽

の
設
置
者

に
補
助
金
（
市

内
の
一
部
地

域
）

の

拘
禁
者
、
ま
た
は
父
親

か
ら
認
知
さ
れ
な
い
な
ど

で

、
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
、
ま
た
は
母
に

代
わ

り
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
を
い
い
ま
す
。

※
一
定
以
上
の
所
得
の
あ

る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ

ん
。

支
給
額
全
部
支
給
＝
一

世
帯

月

額
）
二
万
円
、
一

部
支
給
＝

同
一
万
三
千
円

受
付
期
間
児
童
が
満
十
八

歳
と
な
る
月
か
ら
平
成
７

年
２

月
2
8
日

ま
で
　

支

給
期

間

申

請

が
あ

っ

た
月

の

翌

月
か

ら

、
そ

の

年
度
の

３

月

ま

で
　

必

要
書

類

等

在
学

証

明

書

（
申

請

す

る
月

の

日

付

の

も

の
）
・
申
請

者

名

義
の

市

内

金
融

機

関

通

帳
表

紙

の
コ

ピ

ー

（
郵

便

局
は

不

可

）
・
印

鑑

・
そ
の

他圀

援
護

課

援

護

係

乳

幼

児

医

療

費

を

支

給

し

て

い

ま

す

乳
幼
児
の
入
院
に
よ
る
保
護
者

の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

乳
幼
児
医
療
費
を
支
給
し
て
い

ま

す
。支

給
対
象
市
内
に
住
ん
で
い
て

、

①
零
歳
児
で

病
気
に
よ
り
入

院
を

要
し
た
人
②
満
一
歳
以
上
小
学
校

就
学
前
で

、
諤
気
に
よ
り
継
続
し

て
七
日
以
上
の
入
院
を
要
し
た
人

支
給
額
支
払
っ
た
入
院
費
か
ら
、

次
の
額
を
控
除
し
た
額
①
家
族
療

養
費
付
加
給
付
金

②
室
料
差
額

、

お
む
つ
料
お
よ
び
健
康
保
険
適
用

外
の

検
査
料
等
③
高
額
療
養
費
に

相
当
す
る
額
④
世
帯
の
所
得
に
応

じ

た

自
己

負
担

金
　

申

請

期

間
入

院
費

を

支
払

っ
た

日

か

ら

二

年
以

内
　

申

請

手
続

き

①
領

収
書

の

前

年
度

の

所

得

状
況

を

証

す
る

書

類

（
世
帯

全
員

）
③
健
康

保
険

証
④
保

護
者

の

銀

行

口
座

番

号
の

控
え

⑤

印
鑑
を

持
っ
て

健
康

管
理

課
へ

閲
健

康

管

理

課

庶
務

係

登
6
6－
7

4
8
5

番

ゆ
と

り

と

豊

さ

の

た

め

に

国

民
年
金
基
金
へ
の
加
入
を

国
民
年
金
の
ほ

か
に
国
民
年
金

基
金
に
加
入
す
る
と
、
将
来
の

あ

な
た
の

年
金
額
が
大
き
く
な
り
、

甘

ヴ
リ

ー
マ
ン
並
み
の

年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

対
象
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保

険
者
（
厚
生

年
金
・
共
済
組
合
に

加
入
の
人
と
そ
の
配

偶
者
を
除
く

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
）

で
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
（
農

業
者
年
金
の
対
象
者
を
除
く
）

掛
け
金
口
数
制
で
、
一
口
当
た
り

の
掛
け
金
は

、
加
入
時
の

満
年
齢

で
決
定
。
月
額
の
掛
け
金
は

、
六

万
八
千
円
以

内
の
口
数
ま
で
　

受

取
年
金
額
加
入
口
数
（
五
十
五
歳

以
上
で
加
入
の
人
は
六
十
歳
ま
で

の
月
数
）
で

決
定

※
①
年
に
一
回
、
４
月
か
ら
の
加

入
口
数
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

②
掛
け
金
の
金
額
が
、
社
会
保

険
料
控
除
に
な
り
ま
す
。

児

童

手

当

１０

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

指
定
口
座
に
1
0月
期
分
（
６

月

～
９

月
分
）
を
振
り
込
み
ま
す
。

1
0月
1
1日
㈹
以
降
に
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い

。

対
象
①
現
況
届
を
期
間
内
に
提

出
し
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ

る
と
認
め
ら

れ
た
人

②
今
年
の
６

月
以
降
に
新
規
に
認
め
ら
れ
た
人

泱
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至
急

援
護
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す

か
対
象
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し

、
保
護
者
の
前
年
の
収
入
が
一

定
額
未
満
で
あ
る
こ
と
　

支
給
額

（
月
額
）
第
一
子
・
第
二
子
＝
五

千
円
、
第
三
子
＝

一
万
円
　

受
付

窓
口
援
護
課
・
市
民
課
・
各
支
所

※
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

問
援
護
課
援
護
係

１０

／

１６
～
2
2
は

行

政

相

談

週

開

国

や

県

な

ど

へ

の

苦

情

は

行

政

相

談

委

員

へ

お

気

軽

に

1
0月
1
6
日

収
～
2
2
日

出

は

、
行

政

相

談
週

間
で

す

。

四

月
曜
日
、
午
後
１
時
～
３

時
、

市
役
所

本
館
一
階
の
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

こ

の
週
間
は

、
行
政
相
談
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
一
層
利
用
を
し
て
い
た
だ
く

た

め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
定
例
の
行
政
相
談
を
設

け

、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け

。
て
い
ま
す
。

ま
た
下
表
の
人
た
ち
が
総
務
庁

長
官
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
、
常
時
相
談
に
応
じ
て

い

ま
す
。

国
・
県
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い

て

、
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定
例
行
政
相
談
毎
月
第
二
・
第

生
活

排
水
に
よ
る
河
川
の
汚
れ

を
少
し
で

も
な
く
す
た
め
、
合
併

処
理
浄
化

槽
の
設
置
に

ご
協
力
く

だ
さ
い

。

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は

、
台
所

な
ど
の
雑
排
水
と
、
し
尿
を
同
時

に

処
理
で

き
る

も
の
で
す
。

市
で
は
、
河
川
の
浄
化
に

効
果

缸
な
こ

の
浄
化

槽
の
設
置
を
促
進

す
る
た
め
、
設
置
者
に
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
地
域
…
真
間
川
流
域

で
、
江
戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
松

戸
幹
線
、
市
川
幹
線
の
う
ち
、
次

の
地
域
で

す
。

①
初
富
飛
地
・
串
崎
南
町
の
全
域

②
五
香
六
実
・
松
飛
台
・
日
暮
・

高
塚
新
田
・
串

崎
新
田

・
紙
敷
・

河
原
塚
・
和
名
ヶ
谷
・
大
橋
・
秋

山
・
田
中
新
田
の
一
部

補
助
の
条
件
…
専
用
住
宅
・
共

同

住

宅

・

店
舗

併

用

住

宅

（
た

だ

し

、
住

居

分

が
二

分

の

一
以

上

の

も
の

）

な

ど
に

、
五

人

か
ら

五

十

人

槽

ま

で

の

合

併

処

理

浄

化

槽

（

種
類

に

も

条
件

が

あ
り

ま
す

）
を

設
置

す

る
こ

と

な

ど

。

く
み

取

り

ト

イ
レ

や

既

設

の

単

独

処

理

浄
化

槽

を

、

合

併
処

理

浄

化

槽

に

変
更

す
る

と

き

も

、
補

助

が
受

け
ら

れ

ま
す

。

補
助
金
の
限
度
額
…
左
表
の
と

お
り補

助

金
の

申

し

込

み

…
こ

の

補

助
金

を

受
け

る
に

は

、

事
前

に

手

続
き

が

必
要

で

す

。

設
置

を

予

定

し
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く

だ

さ
い

。

閲

生
活

環
詭

課

生
活

環
境

係

５人槽 600･000円

６人槽 700,000円

７人槽 800,000円

８人槽 900,000円

９人槽 1,000,000円

10人槽 1,100,000円

11～20人槽 1,854,000円

21～30人槽 3,296,000円

31～50人槽 4,326,000円

行政相談委員

氏名 ． ． 住所 電話

林　　克忠 二ツ木87 昔41-0801番

和田　康男 松戸新田18－ 4 さ62-7853番

関根　壮吾 金ケ作352 雲87-1165番

渡来進太郎 高塚新田49－1 f192-6234番

青木美枝子 松戸1125 昔62-45G8番

滝田 泰子 上本郷3730 a62-2683 番

問
市
民
相
談
室

し

尿

く

み

取

り

の

変

更

届

や

取

消

し

な

ど

は

お

忘

れ

な

く

し
尿
の
く
み
取
り
に

は
、
人
頭

制
に
よ
る
も
の
と
、
従
量
制
に
よ

る
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

人
頭
制
二

般
家
庭
の
ト
イ
レ

や

、
一
世
帯
一
便
槽
の
ア
パ
ー
ト

な
ど

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

従
量
制
…
会
社
や
工
場
、
共
同

便
槽
の
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
、
多
数

の
人

が
使
用
す
る
ト
イ
レ
や
、
簡

易
水
洗
式
便
楷
な
ど
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

新
規
・
変
更
・
取
り
消
し
の
届
け

出
は
お
忘

れ
な

く

新
規
…
転
入
な
ど
に
伴
う
新
規

く
み
取
り
や

、
工
事
現
場
な
ど
の

仮
設
ト
イ
レ
で
新
た
に
く
み
取
り

を
始
め
る
場
合

変
更
…
市
内
で
の
転
居
、
世
帯

人
員
の

増
減
（
出
生
・
死
亡
・
転

出
な
ど
）
や
、
申
請
名
義
人
の
変

更
な
ど

取
り
消
し
…
転
出
、
下

水
道
利

用
、
浄
化
櫻
へ
の
切
り
替
え
な
ど

※
く
み
取
り
の
申
し
込
み
は

、
住

民
登
録
の
届
け
出
と
は
別
に
な

り
ま
す
。

惠
直
接
、
市
民
課
・
各
支
所
・
清

掃
業
務
課
の
窓
口
へ

※
く
み
取
り
の
要

請
は
、
前
日
（
月

曜
日
～
金
曜
日

）
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

閲
清
掃
業
務
課
業
務
第
二
係

北松戸保育園

上本郷2-38

70

③
受
け
取
る
年
金
も
、
公
的
年

金
等
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

閲
千
葉
県
国
民
年
金
基
金
登
0
4
3
－

2
2
1
－
ｇ
‥）Ｑ
。）７
０

番

補助金の限度額

母子家庭などに

ん
）
②
平
成
６

年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７

年
３

月
１
日
ま
で

の
間
に

。

一
番
末
の
児
童
が
満
十
八
歳
に

達

し
た

後
、
母
子
家
庭
な
ど
に
な
り

、

児
童
扶
養
手
当
法
に

基
づ
く
受
給

要
件
（
年
齢
要
件
は

除
く
）
に

該

当
し

、
児
童
が
高
等
学
校
等
に
在

学
し
て
い
る
場
合

※
「
高
等
学
校
等
」
と
は
、
学
校

67-4646番すぐ お 電話 を

ＪＲ 北松戸駅東口下 車・徒 歩15分または新 京成

バス県立松戸高 校行き で「市 立病 院」下車 ・徒 歩

３分。新京成線 上本郷駅下車 ・徒歩 ８分



松
戸
の
未
来
に
つ
な
が
る
あ
な
た
の
一
票

松
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

任

期

満

了

に

伴

う

松

戸

市

議

会

議
員
一
般
選
挙
が
、
1
1
月
1
3
日
面

に

行

わ

れ

ま

す

。

今

後

の

市

政

を

託

す

人

を

選

ぶ

大

切

な

選

挙

で

す

。

棄

権

せ

ず

、

み

ん

な

そ

ろ

っ

て

投

票

し

ま

し

ょ

う

。

告
示
日
…
1
1
月
６
日
㈲

投
粟
日
時
…
1
1
月
1
3
日
面
午
前

７

時

～

午

後

６

時

会
場
…
九
十
七
ヵ
所
の
投
票
所

投
票
で
き
る
人
…
昭
和
4
9
年
1
1

月
1
4
日

ま

で

に

生

ま

れ

、

平

成

６

年

８

月

５

日

ま

で

に

松

戸

市

に

転

投

票

日
当

日

、
出

張
や

出

産
・

旅
行

な

ど

、
や

む

を

得

な
い

事
情

の

た

め

投
票

で

き

な
い

人

は

、
不

在

者

投

票

が
で

き

ま

す

。

期
間
・
時
間
…
八
月
６
日
㈲

～
1
1
月
1
2
日
出
の
午
前
８
時
3
0
分

～

午

後
５

時

会
場
…
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議

室

（

支

所
で

は
で

き

ま
せ

ん

）

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
身
体
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵
便
に

よ
る
不

在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

※
選

挙
管
理
委
員
会
に

、
郵
使
投

票

証
明
書
の
交
付

申
請
が
必
要

で

す
。

投
票
方
法
…
投
票
用
紙
と
投
票

この子たちの未来のために

一
1
1
1
1

一
月
1
3
日

㈲

午

後
７

時
3
0
分
か

ら

松

戸

運

動
公

園

体

育

館
で

行

い

ま
す

。

周
一
市
選

挙

管
理

委
員

会

事

務
局

も
う
す
ぐ

一
年
生

平成７年度

市立幼稚園児募集

私立幼稚園連合会では、来年度 。

の入園児を募集します。期日を守

って応募してください。

願書配布…10月15日(土)から

願書受け付け…11月１日(火)から

問各幼稚園へ直接、または私立幼

稚園連合会f168－6135番

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す

る
お
子
さ
ん
の

健
康
診
断
を
左
表

の
日

程
で

行
い
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
今
日

通
知

書
を

発
送
し
ま
す
が
、
通
知
書

が
届
か

な
か
っ
た
り

、
1
0月
以
降
に
転
入

平成７年度入学児童就学時健康診断日程

私立幼稚園一覧表

圜　名 電　話 住 所

松戸いずみ幼 稚園 63－3289 上本郷2794

北松戸さつき幼稚園 62－1748 北松戸３－６

八　照　幼　稚　園 41－1192 八ヶ崎1032－1

干 駄堀栴檀幼 稚園 41－6882 干駄堀1865

本 源 寺 幼 稚 園 91－8592 大橋766

み や お か 幼 稚 園 41－6563 小金原3 －11
聖徳大学付属第二幼稚園 41－6598 小金原7 －14

さ か え 幼 稚 園 61－0532 栄町4 －252

ま る や ま 幼 稚 園 63－9537 二十世紀が丘丸山町131

明　和　幼　稚　園 63－4012 稔台812 － 1

高　塚　幼　稚　園 92－6955 高塚新田295 － 3

八　柱　幼　稚　園 85－2558 干駄堀1485－15

牧の原榔樒幼稚園 85－0907 牧の原２－５

金ヶ作幼稚園 85－3050 金ヶ作306

か き の き 幼 稚 園 65－5656 三矢小台5 －13－4

北　丘　幼　稚　園 85－4335 五香六実713 － 4

新松戸幼稚園 44－4199 新松戸3 －256

第二かさのさ幼稚園 45－4722 新松戸5 －191

専修大学松戸幼稚園 65－1821 上本郷2 －3621

いわきき第二幼稚園 46－3164 旭町2 －30(〕

圜　名 電 話 住 所

聖ミカエ ル幼稚 園 62－0484 松戸1126

清 風　幼　稚　園 41－2469 馬橋2547

矢　切　幼　稚　圜 62－4586 下矢切140

常 盤 平 幼 稚 園 87－5724 常盤平2 －21

東 漸 寺 幼 稚 園 41－0859 小金359

ひ の で 幼 稚 園 87－7578 常盤平7 －18－2

中 和 倉 幼 稚 園 41－1505 中和倉168

み や こ 幼 稚 園 67－3101 松戸新田516

栴檀(せんだん)幼稚園 87－0875 常盤平2 －31－2

高 木 幼 稚 園 87－4809 五香六実661

あ さ ひ 幼 稚 園 87－6254 五香六実746

北　部　幼　稚　圜 67－3121 根本190

高塚わかぱ幼稚園 92－2681 高塚新田144

聖徳大学付属幼稚園 68－6135 岩瀬531

二三ケ丘幼稚園 41－4548 ニツ木1692

松戸 みどり 幼稚園 62－6761 仲井叨1 －32－ 1

む つ み 幼 稚 園 87－1706 六高台3 －50

さ つ き 幼 稚 圜 87－7715 金ヶ作145

大 勝 院 幼 稚 園 44－2100 大谷口143

い わ さ き 幼 稚 園 42－8Z06 西馬橋2 －6 －23

し
た
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

対
象
…
昭
和
6
3
年
４
月
２
日

～
平
成
元
年
４
月
―
日
生
ま
れ
の

人
受
付
時
間
…

午
後
Ｏ

時
4
5分
～

１
時
1
5分
（
各
小
学
校
で

）

※
通
知
書
裏
面
の
予
備
調
査
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

蠢

保
健
体
育
課
保
健
係
酋
6
6－
7

4
5
9

番

実施日 実施校 実施日 実施校

10/18

図

殿平賀小学校

古ヶ崎小学校

馬橋小学校

11/4

廁

八ヶ崎小学校

小金小学校

松ヶ丘小学校

19團

常盤平第二小学校

六 実小 学校

東 部小 学校

新松戸 南小 学校

８(火)
松飛台第二小学校

新松戸西小学校

９伽

南 部小 学校

河原 塚小 学校

六実 第二小 学校

上本郷第二小学校21廁

高木小学校

柿ノ木台小学校

北部小学校

11廁 金ヶ作小学校
25㈲

寒風台小学校

栗ヶ沢小学校

15(火) 幸谷小学校

26團

横須賀小 学校

根木内小 学校

常盤平第三小学校

松飛台小 学校

16團
高木第二小 学校

上本郷小 学校

18柵

小金北小学校

八ヶ崎第二小学校

馬橋北小学校

矢切小学校

2朏

旭町小学校

稔台小学校

相模台小学校

11/1

(火)

古ヶ崎南小学校

中部小学校
22(火) 根木内東小学 校

２團

貝の花小学 校

梨香台小学 校

大橋小学校

常盤平第一小学校

牧野原小学 校

3咽

和名ヶ谷小 学校

新松戸北小学 校

六実第三小学 校

東

葛

駅

伝

大

会

に
伴

い
交

通

規
制

が

あ

り

ま

す

1
0月
2
2日
出
午
前
1
0時
～
1
0時

4
0分
〔
荒
天
の
場
合
は
2
4日
四

揚
所
中
部
小
学
校
前
～
江
戸
川
沿

い
県
道
～
三
郷
有
料
橋
下
～
県
道

松
戸
野
田

線
～
栄
町
一
丁
目
～
馬

橋
立
体
交
差
点
～
新
松
戸
ダ
イ
エ

ー
～
小

金
中
学
校
入

口
～
広
徳
寺

～
小
金
北
中
学
校
の

駅
伝
コ

ー
ス

閲
保
健
体
育
課
体
育
係
昔
6
6－

７

屯
５
９

番

違

反

建

築

防

止

週

間
・
建

築

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

し

ま

す

1
0月
1
1
1
1

一
日

㈹

か
ら
1
7
日

囲

ま
で

は

、

建
設

省
を

中

心
に

「

違

法
建

築

防
止

週

間
」
が

実

施

さ

れ
ま

す

。

期

間

中
の

重

点

事

業
と

し
て

、
警

察

署

、

消
防

局

、

建

築
関

係

団
体

な

ど
の

協
力
で

、
1
0
月
1
3
日

團
に

「
一

斉

公

開

建

築
パ

ト

ロ

ー
ル

」
を

実

施
し

ま

す

。

違
法

建

築
を

な
く

し

、

住
み

よ

い

街

づ
く

り

に

ご

協
力

く

だ

さ
い

。

問

建

築
指

導

課

指

導

係

千

葉

県

最

低

賃

金

が
改

正

1
0月
１

日
か
ら

、
県
内
の

使
用

者
お
よ
び
労
働
者
(
パ
ー
ト
タ
イ

マ

ー
・
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
む
）
に

適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

日
額
四
千
八
百
六
十
七
円
　

時

間
額
六
百
九
円

圀
千
葉
労
働
基
準
局
賃
金
課
昔
0
4
3

－

川一－
4
3
1
1

番
、
賃
金
に
つ

い
て
の
二
十
四
時
問
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
a
0
4
3
－
2
2
1
－
4
7
0
0

番

里

親

を

探
し
て

い
ま

す

1
0月
は
「
里
親
を
求
め
る
運
動

月
間
」
で

す
。
家
庭
に
恵
ま
れ
な

い
児
童
を
自
宅
に
預
か
り

、
温
か

い
環
境
の
下
で
、
児
童
を
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
て
て
く
だ
さ
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

固
柏
児
童
相
談
所
容
0
4
7
1
1

3
1－

７
１
７
［
Ｄ
番

有

料

道

路
の

障

害

者

割

引

制

度

が
改

正

さ
れ
ま
し
た

障
害
者
の
人
に
交
付
し
て
い
る

有
料
道
路
の

割
引
証
の
適
用
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
（
左
表
）
。

申
込
み
に
必
要
な
物
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
自
動

車
検
査
済
証
、
免
許
証
　
注
意
事

項

①
障
害
者
本
人
ま
た
は
家
族
が

所
有
す
る
車
に
隕
り
ま
す
（
営
業

用
の
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
は
除
く
）

②
車
は
障
害
者
一
人
に
つ
き
一
台

と
し
ま
す
③
介
護
者
が
運
転
す
る

場
合
は
、
障
害
者
が
同
乗
し
て

い

る
こ

と

改正内容

運転者 適用条件(改正前) 適用条件(改正後)

障害者本

人が運転
する場合

肢体不自由者
身体障害者手帳
所持者全員

介護者が

運転する
場合

適用なし

第１種の身体障
害者または精神

蓐弱者を日常的
に介護している

人

国

有

地

の

一

般

競

争

入

札

入
札
会
場
大
蔵
省
関
東
財
務
局

千
葉
財
務
事
務
所
（
千
葉
市
中
央

区
栫
森
五
－

六
－

一
）
　
入
札
保

証
金
入

札
金
額
の
百
分
の
五
以
上

に
相
当

す
る
金
額
を
入
札
日
に
現

金
等
で

納
入

入 札 物 件 現場説明 入 札

宅地　778.03｢ΓΥ
北松戸１丁目8－6 、8－Z

10/14 廁
午後１時

11/4 圖
午前９時

30分

宅地　342.64m2

胡録台字大畑49－ 2
10/14 廁
午後２時

11/4 廁
午前11時

宅地　354.16rTT

五香六 実字一文 字21－314
10/14 廁
午後３時

30分

11/4 廁
午後1 時

※受け 付け は30分前 から

現場 説明に出席しなく ても入 札に参加でき ます。

蠢
千
葉
財
務
事
務
所
管
財
第
四
課

｛
一一
0
4
3
j
2
5
1

－
7
2
1
1

番

就学時健康診断が

始まります

11

/1

3

惠
直
接
し
あ
わ
せ

課
窓
口
へ

開
票 １１

月
1
0
日

閑

に

、

朝
日
・
産

経
・

千

葉

日

報
・
東

京
・
日

本
経

済
・
毎

日

・
読

売

の

各

紙

朝
刊

に

折

り
込

む

予
定

で

す

。

各

支
所

・

市

民
セ

ン

タ

ー
に

も

用

意
し

ま

す

の
で

ご

利

用
く

だ

さ
い

。

選
挙
公
報

用

封

筒

を

請
求

す

る

た
め

の

請

求

書

に

署

名
し

、

郵

便

投
票

証
明

書

と

と

も
に

請

求
し

て

く

だ

さ

い

。

す
で

に

、
郵

便

投
票

証
明

書
の

交

付

を

受
け
て

い

る
人

に

は

、

事

前

に

お

送
り

し

ま

す

。

請
求
期
限
…
投
票
日
四
日
前
ま

で

介
一
月

９

日

出

ま
で

）

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の

人
は
郵
便
投
票
を

持
参
す
る
物
…
投
票
所
整
理
券

（
1
0
月
3
1
日
発
送
予
定
の
ハ
ガ

キ

）

と

認
め

印

当
日
投
票
で
き
な
い
人
は

不
在
者
投
票
を

入
の
届
け
出
を
し

、
引
き
続
き
居

住
し
て
い

る
人



松
戸
市
福
祉
大
会

※タ イト ルが 色刷 りの もの は、

市 の主 催で す。

清水カップ全国少年草サッカー大会で､旭少年サッカークラフが11位と活躍しました。

親

子

で

遊

ぼ

う

会

1
0月

～

２

月

ま
で

の

毎

月

①

第

二

火

曜
日

②

第
四

木

曜
日

、

午

前

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
　
会
場
①

青

少

年
会

館

②
野

菊
野

子

ど

も

ホ

ー
ル
　

対

象

三

歳

児
と

母

親
　

内

容

手

遊

び
、

紙

芝

居

、
体

操

、

粘

土

、

折
り

紙

な

ど
　

費
用

無

料

圉
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
0
松
戸
市
常

盤

平

西

窪
町

匸

一
常

盤
平

児

童

福

祉

館
（
豊
8
7－
3
3
2
0

番
）
へ

喜

楽

家

バ

ザ

ー

1
0月
2
3日
照
正
午
～
午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園

※
物
品
の
提
供
、
準
備
や
当
日
の

お
手
伝
い
に
も

ご
協
力
く
だ
さ

い
。

鬩
喜
楽
家
音
4
4
－
9
9
5
1
番

（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）

松

戸

駅

市

民

ギ
ャ
ラ
リ

ー
利

用

受

け
付

け

と

説

明

会

1
0月
1
7日

囲

午
後
６

時
3
0
分

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
六

階

会
議
室
　

利
用

期
間
平
成
７

年
１

月
７
日
出
～
３

月
3
1日
吻
（
二
週

間
単
位
）

※
空
き

が
あ
る
場
合
は
、
1
0月
1
9

日
㈹
か
ら
社
会
教
育
課
で

電
話

受
け
付
け
し
ま
す
。

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
昔
6
6

－
7
4
6
2

番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
0月
1
3日
出
午
後
１

時
～
４

時

会
場
勤
労
会
館

汰
契
約
書
な
ど

が
あ
れ
ば
ご
持
参

く
だ
さ
い

。

固
松
戸
借
地

借
家
人
組
合
・
久
保

田

昔
4
1－
8
2
7
9

番

催

し

物

ツ

シ
ョ
ン

モ

デ
ル

と
し
て

活
躍

中
、
事
故
で
車
い
す
の

生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
一
方
、
障
害
者
の
ス

ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
い

ま
す
。

醴
市
社
会
福
祉
協
議
会

一`
6
8－
0

5
0
3

番

第

五

回

松

戸

市

高

齢

者

問

題

と
福

祉

の

集

い

1
0
月
1
0
日
竕
午
前
1
1
時
開
会

会
場
勤
労
会
館
　
内
容
「
松
戸
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
の
学
習

会
と
そ
の

他
文
化
企
画

閲
千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合
松
戸

支
部
容
6
8－
7
7
0
0

番

ち

ば

郷

土

芸

能

の

つ

ど

い

Ｉ

東

葛

飾

・

印

旛

公

演
－

1
0月
1
6
日

面

午

後
ｏ

時
4
0
分

～
４

時
　

会

揚
市

民

会

館
　

内

容

松

戸
の

万

作

踊
り

、
古

戸
の

神
楽

（
我

孫
子

市
）
、
野
田

の

ぽ

っ

ぽ
か

獅

子

舞

、
八

街

市
文

違
麦
つ

き
踊

、

下

根

獅
子

舞
・
棒
剣

術
（
関

宿

町
）

ほ

か
　

費
用

無

料

鬩

県

教

育

委
員

会

生
涯

学

習

部
文

化

課

容
0
4
3
－
2
2
3
1
4
0
8
5

番

ル

ワ

ン
ダ

難

民
医

療

支

援

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

オ

ー

ク

シ

ョ

ン

1
0月
９
日
収
正
午
～
午
後
５
時

〔
雨
天
の
場
合
1
0日
竕
〕
　
　会
場

五
香
駅
西
ロ
サ
ン
ロ
ー
ド
五
香
商

店
街
京
葉
銀
行
前

閲
秋
ま
つ
り
・
イ
ン
・
サ
ン
ロ
ー

ド
実
行
委
員
会
・
青
柳
登
8
6－
6

5
6
7
番

家

族

ふ

れ

愛

フ
ォ

ー
ラ
ム
「

夫

婦
で
楽

し
む
子

育

て
ラ
イ
フ
」

1
0月
1
6日
囲
午
後
１
時
～
４

時

会
揚
幕

張
メ

ッ
セ
国

際
会

議
場

内

容
親
子

の
ふ

れ

あ
い
を

中
心

に
、
こ

れ
か
ら
の
家
族
の
あ
り
方

を
ト

ー
ク
と
歌
で

考
え
る
　

出
演

チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
ほ

か
　
費
用
無
料

定
員
五
百
人

閲
県
社
会
教
育
課
容
0
4
3
－
2
2
3
－
4

0
7
2

番

期日 会　場 時間 形態

10/8 田

移動 図書館

「 みどり号」 駐車場

①梨 香台団 地②高塚団
地 ③セ イコ ー電子工業

高 塚寮④ 野菊野団地

①午前10時50分
②午後1 時佃分
③２時10分④3

時20分から各回
40分間

おはな
し会

13附
移動 図書館

「 みどり 号」駐車場
北松戸仲台公園

午前10時50分
～11時30分

1肺 図書館本館
午後3時~3時30分

午後4時~4蹈0分

2肺 古ヶ崎市民センター

午後３時
～４時

キャラ
バン

21廁 東部スポーツパーク おはな
し会

27附 明市民センター キャラ
バン

2脯 八柱市民センター
おはな
し会

11/4 廁 五香市民センター

対象…3 歳～9 歳くらい 費用 …無 料

鬩市立図書館昔65－5115 番

でんわおはなしキャラ
バンfiﾌｧｰ0000 番

松

戸

声

楽

勉

強

会

発

表

会

1
0月
1
9日
㈲
午
後
１

時
3
0分
開

演
　

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
オ
ペ

ラ
ア
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
・

日
本
歌
曲
な
ど
。
砂
田

直
規
氏
を

迎
え
て
　

費
用

無
料

問
五
味
登
4
3－
9
3
5
5

番

話

し

方

コ

ン

ク

ー

ル

1
0月
９

囗
㈲
午
後
１

時
～
５

時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　

費

用
出
場
五
百
円
、
入
場
無
料

茴
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し

方
研
究
会
・
田

村
容
4
5－
8
1
5
0

番

図

書

館

市

民

講

座
「

松

戸

の

文
学
散
歩
」
バ
ス
ハ
イ
ク

1
0月
2
1
日

脂

・
2
7
日

閑

、

各

日

と

も

午

前
９

時
3
0
分

図

書
館

本

館

前

集

合

、

午

後
３

時
こ

ろ

解

散

コ

ー

ス
江

戸

川

・

矢

切
の

渡

し

・

野

菊

の

墓

文

学
碑

・

八

柱
霊

園

・

子

和

清

水

・

東
漸

寺

・

妙

典
寺

・

万

満

寺

・

大
川

立

砂

旧

居
跡

・
本

福
寺
・
平
野
威
馬
雄
墓
　
定
員
各

回
二

十

七

人
（

抽
選

）
　
費
用

無

料

圃
1
0
月
1
1
日
㈹
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ

キ
に

希

望

日

・
住

所

・

氏

名

・

年

齢

・
電

話

番
号

・
図

書

館
利

用

カ
ー
ド
番
号
を
記
入
し
て
（
ハ
ガ

キ
一
枚
に
二
人
ま
で
）
、
〒
2
7
1
松

戸

市
松

戸

二

〇
六

〇

市

立

図

書

館

（
雲
6
5－
5
1
1
5

番

）

へ

レ

ク

チ

ャ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

「

早

川

り

さ

こ

・
「

Ｉ

プ

と

と

も

に

」

い１１（
月
1
2
日

出

午

後
１

時
3
0
分

開

鵲
　
会
場
市
民
劇
場
　
出
演
ハ
ー

プ
・
早
川
り
さ
こ
氏
、
チ
ェ
ロ
・
植

草

ひ

ろ
み

氏

（
新

日

本
フ

ィ
ル

）

曲

目

エ

ル

ガ

ー

「

愛

の

あ

い

さ

つ
」
、
カ

ザ
ル

ス
「
鳥

の
歌
」
ほ

か

定

員
三
百
三
十

人
（
抽
選
）
　
費

用
無
料

圉
1
0
月
3
1
日
囲
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
を

記

入

し
（
一

枚
四

人

ま
で

）

〒
2
7
1松

戸

市

松
戸

二

〇

六
〇

市

立
図

書

館

（
登
6
5
1

5
1
1
5

番

）

へ

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

し

ま

す1
0月
1
1
1
1

一
日

㈹

午
後

１

時
3
0
分
か

ら
　

会
場

教

育

委

員
会

五

階

会

議

室閲

教

育
委

員
会

総

務

課

容
6
6－
7

4
6
0

番

建

設

・

新

技

術

フ

ェ

ア

関

東

9
41

0月
1
9日
困
～
2
1日

廁
、
午
前

1
0時
～
午
後
４
時
（
2
1日
は
午
後

３
時
ま
で

）
　
会
揚
建
設
省
関
東

技
術
事
務
所
（
初
富
飛
地
七
－

一
）

内
容
「
人
に
や
さ
し
く
、
効
率
よ

く
、
安
全
に
」

を
テ

ー
マ
に

、
新

技
術
、
新
工
法
の
公
開
実
演
展
示

な
ど
　

費
用
無
料

固
建
設
省
関
東
技
術
事
務
所
登
8
9

－
5
1
2
7

番

青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

1
1月
６

日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時
　

会
場

青

少

年

会
館
　

内

容

ウ

ォ

ー

ク
ラ

リ

ー

・
フ

リ

ー
マ

ー

ケ

ッ
ト

・
も

ち
つ

き

・

社
交

ダ

ン

ス

、
写

真
展
〔
1
0
月
3
0
日
㈲

か

ら

〕

な

ど

〈
参

加

者

を
募

集

〉

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
…
午
前
1
0
時

ス

タ

ー
ト
　

コ

ー

ス

①

あ
じ

さ

い

コ

ー
ス

（

北
小

金

駅
↓

青

少

年
会

館
）

②
仁
王

コ

ー
ス

（

馬

榲
駅
↓

青

少
年

会

館

）
　

費

用

三
百

円

毘
1
0
月
2
5
日
㈹
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ

に

①
代

表

者
の

住

所
・
氏

名
・

年

齢

・
電

話

番

号

②
参

加

者
の

氏

名

・

年
齢

③

希

望
コ

ー
ス

を

記
入

し
て

、

〒
2
7
0
松

戸

市

小

金

原

八

－

匸

〒

ニ

ー

ー
－

三

〇

三

伊

藤

ヘ
フ

リ

ー
マ

ー

ケ
ッ

ト
・
・・
出

店

数

四

十

店

舗
　

資

格
二

十

歳

以

上
の

個

人
　

サ
イ

ズ

丁

八

片
×

二

・

七

片
　

費
用

千

円

（

全

額
福

祉
へ

寄

付

）

圃

直

接

、

青
少

年

会

館
へ

茴

青

少

年
会

館
ｓ
4
4
1
8
5
5
6

番

「
法

の
日

」

週

間

に

お

け

る

無

料

法

律

相

談

所

1
0月
1
3日
出
午
前
1
0時
～
正

午

と
午
後
１
時
～
３

時
　
会
場
千

葉

地

方
・

家
庭

裁
判

所
松

戸

支

部

内
容
各
種
法
律
相
談

※
希
望
者
多
数
の
と
き
は
応
じ
き

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

閲
千
葉
家
庭
裁
判
所
松
戸

支
部
容

6
8－
［
Ｄ
１
４
１
番

催し物 内　容

電話相談

｢労災110番｣

10/17(月卜21 廁
午前10時～午後３時
音45－9201番

年金相談
コーナー

10/17 側～18(火)
午前10時～午後

３時
松戸駅市民ギャラリ
ー前

問県社会保険労務士会東葛支部
昔45－9992番

サ
ー
ク
ル

※
会
場
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ボ

ー
イ

ス

カ
ウ

ト

団

員

募

集

毎
月
三
回
日

曜
日
　

会
場

各
地

区
の
公
園
な
ど
　
対
象
幼
稚
園
年

長
か
ら
小
学
四
年
生
ま
で

費
用
月

四
千
円
（
各
団
に

よ
り
相
違
あ
り
）

匣
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

啻

万
を
記
入
し
て

〒
2
7
0
松
戸
市
中

金
杉
三
上

二

五
上
浦
原
（
容
4
4

－
7
7
9
2

番
）
へ

小

金
茶

道

サ
ー
ク
ル
よ
し
み

会

毎
月
第
一
・
三
火
曜
日
午
前
1
0

時
～
午
後
１
時
　

会
場
小
金
市
民

セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
四
千
円

入

会
金
二
千
円
）

茴
田
中
登
4
1－
1
6
5
5

番

仲

良

し

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
日

曜
日
午
後
１

時
～
４
時

3
0分
　

会
場
矢
切
公
民
館
　
対

象

中
級
以
上
　

費
用
月
五
百
円
（
入

会
金
千
巴

閲
井
上
容
9
2－
1
7
3
7

番

松

戸

社

交

ダ

ン

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

1
0月
2
3
日

㈲

午
後
３

時
3
0
分

～
８

時
3
0分
　

会
場
運
動
公
園
体

育
館
　

費
用
五
百
円

圀
松
戸
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
・
清

水
容
6
5－
8
1
7
5

番

浜

茄

子

会

発

表

会

1
0月
2
3日
㈲
午
後
１
時
～
３

時

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
大

正
琴
演
奏
　
費
用
無
料

問
勅
使
河
原
音
4
1－
7
6
5
6

番

ピ

リ

ー

バ

ン

バ

ン
2
5
周

年

デ

ィ

ナ

ー

シ

ョ

ー

1
1月
2
1日
㈲
午
後
６

時
3
0分
開

演
　
会
場
プ
ラ
ザ

ペ
イ
ア
ン
（
柏

市

）
　
費
用
ｓ

席
一
万

八
千
円
、

Ａ

席
一
万
五
千
円

問
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千

葉
ユ

ー
カ
リ
事
務
局
g
0
4
7
1

－
6
3

1
1
0
1
1

番

混

声

合

唱

団

リ

ン

リ

ー

ズ

毎
週
土
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月

三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

茴
平
川

昔
6
2－
9
3
4
8

番

根
木

内

ジ

ョ

リ

ー

コ

ー

ラ

ス

毎
週
金
曜
日
午
後
２

時
～
４
時

会
場
小
金
原
体
育
館
　

費
用
月
三

千
円
（
入
会
金
千
円
）
対
象
女
性

問
高
橋
音
4
3
1
1
5
0
6
番

木

目

込

人

形

和

光

会

毎
月
三
回
火

曜
日
午
前
９

時
3
0

分
～
午
後
１

時
　

会
場
市
民
会
館

費
用
月
三
千
二
百
円
入
会
金
二

千
円
）

醋
瀬
嵐
雲
6
7－
7
8
0
0

番

社

交

ダ

ン
ス

サ

ー
ク

ル

火

曜

会
毎
週
火
曜
日
午
後
７

時
～
９

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

蠢
山
口
公
6
2－
9
9
1
2

番

「
福

祉
の

心

に

あ
ふ

れ

た

豊

か

な

ま

ち

づ
く

り

」

を

目
指

し

、

世

代

を

越

え

た
交

流

、

障
害

者

と

健

常
者

と
の

相
互

理

解

を
深

め

る

た

め

、
1
0
月
９

日

㈲

市

民

会
館

を

メ

ー
ン

会

場
に

「
松

戸

市

福
祉

大

会

－

第
十

二

回
ふ

れ

あ

い

広

場
」

を

開
催
し
ま
す
。

健
常

者

も

障
害

者

も

、

高

齢
の

人

も
若

い

人

も

、
み

ん

な

が
共

に

楽
し

め
る

催
し

物

が
い
っ
ぱ
い
で

す

。

エッセイスト ・

鈴木ひとみさ ん

記
念
講
演
は
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

鈴
木
ひ

と
み

さ
ん
に
よ
る
「
車
椅

子
か
ら
の
旅
立
ち
」
で

す
。

鈴
木
さ
ん
は
凖
ミ
ス
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
選
ば
れ
、
フ
ァ

会場 催し物 日時

市

民

会

館

式典（ 福祉善行者表彰）

10/9日

午前９時40分
～10時30分

記念 講演「 車椅子から の 旅

立ち」エッセイスト･鈴木ひ

と み氏

午前10時40分
～正午

万作踊り･ 鼓笛･ダンス・
ロックバンド 演奏など

午後１時
～３時

朗読、点訳体験、手話コー
ナー

午前11時30分
～午後３時

ガイドヘルプ体験コーナー
わらべうたあそび

午後１時
～３時

ユニークダンス
午後Ｏ時45分
～２時30分

バザー
、身障者用改造車展

示、老人ホーム説明相談、
おもちやの図書館

午前11時30分
～午後３時

※その他､もりだくさんの催しや軽食コーナーもあります。

松戸教会

第1 駐車場
再生自転車販売

10/9
(日)

午前11時30分
～午後３時

文化
ホール

ポスター展
10/9

(日)まで

午前10時～午後6時

(9 日は４時まで)

１０／９(日

)

市民会館

第
1
2
回
ふ
れ
あ
い
広

場

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

社
会
保
険
労
務
士
月
間
行
事

情報
チャンネル



※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

外

国

人

の

皆

さ

ん

、

日

本

の

家

庭

料

理

を

作

つ

て

み

ま

せ

ん

か1
0
月

１９
一
日

・
2
6
日

、
い
1
1
1
1

月

９

日

・

1
6
日

、

１９
一
月
1
4

日

の

各

水

曜

日

、

午
前
1
1
時
～
午
後
２
時
　
会
揚
市

民

会

館

定

員

三

十

人

費

用

二

千

円

（
五

回

分

）

惠

電

話

で

剛

松

戸

市

国

際

交

流

協

会

（

市

役

所

内

）

へ

徳

川

文

武

氏

ア

メ

リ

カ

を

語

る
「
世

界

に
翔

く

君
の

た
め
に
」

①
1
0月
2
7日
困

②
2
8日
齏
、
午
後

６

時
3
0分
～
８
時
3
0分
　

会
場
市

民
劇
場
　
内
容

①
異
な
る
生
活
習

慣
の
認
識
②
国
際
人
に
な
ろ

う

定
員
二
十
人

牟

六
上

二
十

歳
の

人
優
先
）

圃一
1
0月
６
日
團
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で

青
少

年
会
館｛
一一
4
4－
8
5

5
6

番
へ

講
座
・
講
演

成

人

講

座

「
読

み

、
書

き

学

級

（
識

字

学

級

）」

1
0月
1
5日
～
３

月
2
5日
の
毎
週

土
曜
日

、
午
後
６

時
～
７
時
3
0分

会
場

教

育
委

員
会

六
階

会
議
室

（
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル

）
　
内
容

個
人
に

応
じ
て
ひ

ら
が
な
・
カ
タ

カ
ナ
・
常
用
の
漢
字
の
読
み
方
、

書
き
方
を
指
導
　
対
象
日
常
の
日

本
語
会
話

が
で

き
る
十
六
歳
以
上

の
人

圃
電
話
で
矢
切
公
民
館
昔
6
8－
1

2
1
4

番
へ

社

交

ダ
ン
ス
初

心

者

講

習

会

1
0月
８
日
～
1
2月
3
1日
の
毎
週

土

曜
日

、
午
後
４

時
～
７

時
　
会

場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

四
千
円
（
全
回
分
）

圃
1
0月
８
日
出
直
接
会
場
で

閲
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

赤
い
靴
容
4
7

－
6
4
5
2

番

県

立

西

部

図

書

館

朗

読

者

灑

成

講

座

1
0月
2
1
日
～
1
2
月

２

日

ま
で

の

毎
週

金

曜

日

、

午
前
1
0
時

～
正

午

会
場

県

立

西

部
図

書

館
　

対

象
初

心
者

・

二

十
人
　

費

用

無

料

匣
1
0
月
1
3
日
閑
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
（
フ

リ

ガ
ナ

）・

電

話

番

号

・

年
齢

・

職

業
を

記

入

し
て

、

〒
2
7
0松

戸

市

千

駄
堀

六

五

七
－

七

県

立
西

部

図

書

館
調

査

課

（
音
8
5
1
4
1
3
3

番
）
へ

家

庭

教

育

学

級

合

同

講

演

会

1
0月
1
8日
㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無
料
　
内

容
「
現
代
子
ど
も
事
情
」
～
子

ど

も
の

世
界

を
の

ぞ
い
て

み
よ

う

～
　

講
師
東
京
学
芸
大
学
教
授
・

深
谷
和
子
氏

閲
矢
切
公
民
館｛
一一
6
8－1
2
1
4

番

赤

十

字

防

災

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

説

明

会

1
0月
1
6日
㈲
・
3
0日

㈲
（
い
ず

れ
か
一
日
）
、
午
後
１

時
3
0分
～
３

時
3
0分
　

会
場
日
本
赤
十
字
社
千

葉
県
支
部
　

内
容
赤
十

字
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
的
と
活
動
、
応

急
手
当
の
知
識

胴
1
0
月
1
3
日
團
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
「
赤

十

字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

参
加
希
望
」
と

希
望
す
る
期
日
を

明
記
し
て

、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区

千
葉
港
四
－

一
日
本
赤
十
字
社
千

葉

県

支
部

救
護

福
祉

課

（
昔
喝

丿
川一－
7
5
3
1

番
）へ

「

チ

ヤ

レ

ン

ジ

ー
・

さ

わ

や

か

ラ

イ

フ

」

さ

わ

や

か

県

政

ふ

れ

あ

い

講

座

１１
一
月
９

日

困

午

前
1
0
時
～

午

後

３

時
3
0
分
　

会

場

千

葉

県
消

費

者

セ
ン

タ

ー

（
Ｊ
Ｒ

京
葉

線

南

船

橋

駅

徒

歩
約

十

分

）
　
内

容

講

演
「
暮

ら
し

の

中
で

花

を
楽

し

む

」

印

旛

展

業

改

良

普

及

所

成
田

支

所

係

長
・
中

嶋

滋
男

氏

、
「
長

寿

社

会

を

さ
わ

や

か
に

生

き
抜

く

た

め
に

」

結
核

予

防

会

千

葉
県

支

部

健

康
相

談
所

長

・

角

南
祐

子

氏
　

定

員
百

三

十

人
（
多

数
の

場

合

抽

選
）
　
費

用

無

料

（
昼

食
付

き

）

惠
1
0
月
2
0
日

閑

〔
消

印

有

効
〕

ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・

職
業

・

電

話

番
号

を

記

入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本
七

東

葛

飾

地

域
県

民

セ

ン

タ

ー

（
容
6
5

－
3
0
0
8

番

）
へ

魔

法

の

一

本

針

講

習

会

①
1
0月
2
0日
・
2
7日
の
木
曜
日

②
1
0月
2
1日
・
2
8日
の

金
曜
日
、

午
前
1
0時
～
正
午
　

会
場
①
小
金

原
市
民
セ
ン

タ
ー
②
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
別
館
　
費
用
三
千
五
百

円
（
材
料
費
込
み
）
　
内
容

①
ポ

プ
リ
入

れ
②
お
し
ゃ
れ
な
ポ
ー
チ

閲
編
み

物
文
化
協
会
・

安
達
容
4
3

－
6
8
9
8

番

東

葛

飾

地

区

政

治

学

級

1
1月
1
4日
側
午
後
１
時
～
４

時

3
0分
　

会
場

東
葛

飾
合
同

庁
舎

内
容

講
演
①
「
一
党
優
位
の
政
治

か
ら

連
合
の
政
治
へ
」

②
「
現
代

の
若
者
結
婚
事
情
」
　

講
師
①
放

送
大
学
教
授
・
阿
部
齊
氏

②
日
本

青
年
館
結
婚
相
談
所
所
長
・
板
本

洋
子

氏
　

定
員
百
五

十
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
　
費
用
無
料

巒
1
0月
2
8日
面
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
七
東

葛
飾
支
庁
総
務
課
企
画

係
（
昔
6
1

1
2
1
7
5

番
）
へ

東
洋

学
園
大
学
・
東
洋

女
子

短
期

大
学
公
開

教
養
講
座

「
国

際

化
の
時
代

を
生

き
る
」

日　時 内　容

10/8 出
午後1
時～2
時30
分

今後の中国情勢

と日中関係

11/12 出
武力紛争と国際
秩序

12/10(土)
国境をなくす｢モ

ノ､カネ､ヒト｣

1 /14(土) 言葉と民族

定

員

先

着
百

人
　

費

用
千

円

匣

電

話
で

東

洋

学

園

大

学

・
東

洋

女

子

短

期

大
学

事

務

局
総

務

課
・
一一

〇
４

７

１

ｊ

５０
－
3
0
0
1

番
へ

と

も

し

び

読

書

会

1
0月
2
0日
團
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
　
テ
キ
ス
ト

「
結
婚
の
憂
鬱
」
諸
井
薫
著
　

費
用

七
百
円
（
初
回
の
人
は
無
料
）

圃
電
話
で

大
黒
容
4
4－
2
8
7
7

番
ヘ

エ
イ
ズ

撲

滅

講

演

と

映

画
「
セ

イ

リ

ン

グ

」

1
0月
1
6日
㈲
、
二
部
の
開
演
時

間
は
、
午
後
Ｏ

時
1
5分
で
す
。

蠢

東
葛
飾
優
秀
映
画
舞
台
芸
術
鑑

賞
会
・
つ
の
だ
豊
8
7－
5
0
6
5

番

保
健
・
衛

生

法

の

改

正

に
伴

う

予

防

接

種

の

実

施

に

つ

い

て

1
0月
１

日
か
ら
予
防
接
種
法
及

び
結
核
予
防
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
で
は
平
成
７
年
３

月
3
1日
ま
で

、
今
ま
で
通
り
の
接
種

方
法
で
実
施
し
ま
す
。

今
ま
で

小
・
中
学
校
の
児
童
・

生

徒
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

つ
い
て
は

、
法
の
対
象
外
と
な
り

ま
し
た
の
で

、
今
年
か
ら
実
施
し

ま
せ
ん
。

閲
保
健
衛
生
課
予
防
係
容
6
6－
7

4
8
3
番

三

歳

児

健

康

診

査

1
0
月
1
1
日
・
1
8
日
・
2
5
日
の
各
火

曜
日
　

対

象

平
成

３

年
６

月

生

ま

れ
の
幼

児
　

会

揚
松

戸
保
健

所

※
対
象
者
に
は
通
知
を
送
り
ま
し

た
が
、
届
か
な
い
人
は
、
ハ
ガ
キ

に

左

記
要

領

で

申
し

込

ん
で

く

だ
さ

い
。

ハガキ記入要領
茴
松

戸

保

健

所

保
健

指

導

課
｛
一一
6
1

－
2
1
2
1

番

募
集
し
ま
す

松

戸

商

工

会

議

所

職

員

募

集

職

種
・
人
員

一
般
事
務
職
・
若

干

名

対
象
十
八
歳
圭

一
十
三
歳

く
ら
い
で
来
春
高
校
・
短
大
・
大

学
を
卒
業
見
込
み
の
女
性

跟一
1
0月
1
5日
出
ま
で
に

、
履
歴
書

を
持
っ
て

、
直
接
商
工

会
議
所
総

務
課
（
昔
6
4－
3
1
1
1

番
）
へ

私

の

ま

ち

写

真

コ

ン

テ

ス
ト

の

作

品

を

募

集

テ
ー
マ
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
人
た
ち
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り

に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ま
ち

の
表
情
、
ま
ち
を
舞
台
と
し
た
人

た
ち
の
生
活
や
活
動
　

サ
イ
ズ
キ

ャ
ビ
ネ
判
以
上
四
ツ
切
り
ま
で
、

白
黒

ま
た
は

カ
ラ

ー
プ
リ
ン
ト

乕
募
期
限
平

成
７
年
１

月
3
1日
㈹

※
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
で
。

一

人

何
点
で

も

応
募
で

き
ま

す
。
賞
金
・
賞
品
多
数

圀
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

事

務
局
昔
0
3
j
3
8
1
6
－
1
7
9

1
番

松
戸
市
書
道
展
出
品
案
内

対
象

市
内
在
住
・
在

勤
・
在

学
の

十
六
歳
以
上
の
人
　
部
門
・
規
格
漢

字
・
か
な

・
近
代
詩

文
・
墨
象
ほ

か

＝

小
画
仙

紙
半
折
以

内

、
て

ん
刻
＝

三
十
㌢
×
三
十
九
㌢
、
刻
字
＝
百
㌢

×
四
十
五
㌢
す
べ
て
の
部
門
に
つ

い

て

縦
横
自

由
。
作
品

は

未
発
表
の

も
の
で

、
表

装
（
仮

巻
き
は

不
可

）

と
し

、
額
装
（
ガ
ラ

ス
は
不

可
）
は

、

ひ

も
を

付
け
て

く
だ

さ
い

。

搬
入

２

月
1
8
日

出

午

前
1
1
時

～
午

後
４

時
の
問
に

文
化

ホ

ー
ル

へ

閲

社
会

教

育

課

市
民

文
化

係
昔
6
6

1
7
4
6
2

番

青

年

海

外

協

力

隊

秋

の

募

集

説

明

会

青
年
海
外
協
力
隊
に
は

、
二
十

歳
以
上
三
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
も
つ

心
身
と
も
に
健
康
な
人

な
ら
だ
れ
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

1
0月
1
7日
㈲
午
後
６

時
3
0分
～

８
時
3
0分

会
揚

勤
労
会
館

内

容

体
験
報
告
、
個
別
相
談
、
応
募

要
領
な
ど

費
用

無
料

ヽ

蠢

国

際
協
力

事
業
団

関
東

支

部

酋
0
4
8
乱
ｍ
－
7
7
7
0

番

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

閲市民会館f168 －1237 番

戸定歴史館

凹市民劇場き 聞－0070 番閲文化ホ ール 昔67－7810 番閲戸 定歴 史館f162 －205()番

※
月
曜
日
は
休
館
。

1
1／
３
㈲

3
0日

2
3臼

1
8㈲

1
6日

９
臼

1
0／
６
附

期
　
日

松
戸
市
文
化
祭
民
謡
愛
好
会
民
踊
大
会

松
戸
市
文
化
祭
民
踊
・
民
舞
大
会

市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い
ジ
ャ
ズ
体
操
フ
Ｔ一
ス
テ
ィ
バ
ル

家
庭
教
育
学
級
合
同
講
演
会

ち
ば
郷
士
芸
能
の
つ
ど
い

松
戸
市
福
祉
大
会
ふ
れ
あ
い
広
場

松
戸
市
戦
没
者
追
悼
式

内
　
容

９
一
3
0

９
一
3
0

1
3一
叩

1
0一
ｔ
Ｗ

1
2ー
4
0

９
一
3
0

1
4一
泊〃

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

５
出

３
蜘

1
1／
２
團

3
0日

2
8廊

2
3目

2
2圉

2
0附

匐
日

1
5圉

９
臼

1
0／
６
内

期
　
日

松
戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
定
期
演
奏
会

松
戸
市
文
化
祭
奇
術
発
表
会

徳
川
真
弓
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

☆

松
戸
市
文
化
祭
郷
土
史
研
究
会

中
央
学
院
大
学
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
定
期
演
奏
会

秀
美
松
会
1
5周
年
記
念
発
表
会

「
市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い
」
講
演
会

聖
徳
大
学
演
奏
会

舞
踊
発
表
会

松
戸
寄
席
（
ら
く
ご
奇
兵
隊
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２
）
☆

ピ
ア
ノ
発
表
会

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

内
　
容

1
5一
叩

1
3一
0
0

1
9一
鬧一

1
3一
ｍ
Ｊ

1
5一
Ｍ
Ｊ

1
0一｛
Ｗ

1
3一
3
0

1
6一
3
0

1
2一
ｍ
Ｊ

1
8一
0
0

1
3一
3
0

1
8一
2
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

2
8廁
～
1
1／
３
吩

1
8㈲
～
2
3日

1
9團
～
2
3臼

1
3困
～
1
6剛

爿
㈲
～
扣
臼

1
0／
９
日
ま
で

期
　
間

松
戸
市
文
化
祭

あ
す
な
ろ
洋
画
展

萌
樹
会
洋
画
展

す
ぱ
る
の
会
油
絵
発
表
会

ラ
プ
・
ジ
・
ア
ー
ス
松
戸
児
童
作
品
展

青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
展

日
藝
書
道
展

金
曜
デ
ッ
サ
ン
会
作
品
展

ふ
れ
あ
い
広
場
ポ
ス
タ
ー
展

創
美
会
展

内
　
容

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）
は
休
館
。

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

入
館
料
…
大
人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

（
特
別
展
期
間
中
は
特
別
料
金
に
な
り
ま
す
）

2
2山
～
1
1／
2
7日

1
1㈲
～
乙
陶

1
0／
1
0吩
ま
で

期
　
間

特
別
展
「
二

条
城
」
豪
詳
細
を
２
ペ
ー
ジ
で
紹
介

休
　
館
（
戸
定
邸
は
開
館
し
て
い
ま
す
）

通
常
展
「
徳
川
昭
武
と
そ
の
時
代
」

―
１
８
６
７
年
パ
リ
万
博
を
中
心
に
―

内

容

市民劇場文化ホールギャラリー 市民会館

情　報
チャンネル

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝



ス
ポ
ー
ツ

陳

式

太

極

拳

教

室

1
1
月
８
日
～
1
2
月
８
日
の
毎
週

火

・
木

曜
日

、
午

後
７

時
～
９

時

会
場

運

動
公

園
小

体

育
室
　

定

員

四

十

人

（

抽
選

）
　

費
用

無

料

匣
1
0
月
2
0
日
用
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
（
フ
リ

ガ
ナ

）・

年
齢

・

電

話
番

号

・

教
室

名

を

記

入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市
上

本

郷
四

四

三

四

運
動

公

園

内
ス

ポ

ー
ツ

課

（
容
6
3－
9
2
4
1

番
）

へ

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

1
0月
1
5
日

出

午

後
い
1
1
1
1

一
時

伊

勢
丹

松

戸

店

前
集

合

、
1
6
日

㈲

夜
帰

着

行

き

先

木

曽

駒

ヶ

岳

、

宝

剣

岳

定

員

先

着
三

十

五
人
　

費

用

一
万

五

千

円
（
バ
ス

代
・
保
険

料

な

ど
）

閲

松

戸

山
岳

協

会

・
高

橋

登
8
7－

1
7
8
4

番

国

際

交

流

協

会
・
ス

ポ

ー
ツ

交

流

会

（
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

）

1
0月
2
9
日

出
午

後
１

時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
対

象
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
日
本
人

と
外
国
人
　

費
用
五
百
円

匣

電
話
で

、
圉
松
戸
市
国
際
交
流

協
会
（
市
役
所
内
）
へ

秋

の

小

ブ

ナ

釣

り

大

会

1
0月
1
6日
囲
午
前
６
時
松
戸
駅

改
札
口
集
合
　
会
場
霞
ヶ
浦
(
土

浦
市
）
　
費
用
一
般
五
百
円
・
小

中
学
生
三
百
円
（
交
通
費
・
エ
サ

代
は
自
己
負
担
）
　

種
目
一
般
・

少

年
の

部
と

も
総
尾

数
で

競
う

仕
掛
け
講
習
会
1
0月
1
3日
閑
午
後

６

時
か
ら
女
性
セ
ン

タ
ー
で

隰
電
話
で
松
戸
釣
り

ク
ラ
ブ
・
井

上
登
6
5－
8
2
6
0

番
へ

ニュージーランド

ミルフ ォードサウンド

消

防

杯

防

火

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ミ

ッ

ク

ス

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

1
1月
1
3日
照
　

会
場
松
戸
テ
ニ

ス

ク
ラ

ブ
　
種
目
混
合

ダ
ブ
ル
ス

費
用
一

組
五
千
円
（

社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
）

隰
1
0月
2
0日
困
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
で
松
戸
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
容

6
2－
3
0
4
7

番
）
へ

ス
ポ

ー
ツ
教
室

種　目 日時・会場 問い合わせ

インディアカ

10/16(日)
午前９時～正午
新松戸西小学校

体育指導委員
梶野昔42－2602番

グラウンドゴルフ
体育指導委員
木下昔45－3429番

ラージボール卓球
体育指導委員
劃||岔43－5580番

自
然
が
好
き
な
私
た
ち
夫
婦
の

憧
れ
の
都
市
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ

ン
ド

は
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ
ン

ド

の

南

島

の
入
江

に

あ
り
ま

す
。

遊
覧

船

に
乗

っ
て

、

ま

っ
青
に

澄

み

き

っ
た
空

に
目

を
奪

わ
れ
て

い
る
と

、
千

メ

ー
ト

ル
を
超

す
断

崖
絶
壁

が
両

側

に
迫

っ
て

き

ま
す

。

こ

の
細

長

い
入
江

は
、
氷

河

が
長

い
年
月

を

か
け
て
、

陸

を
垂

直
に

削

り
取

っ
て
で

き
た
も

の
。

偉
大

な
自
然

の
力

に
圧

倒
さ

れ
ま

し

た
。

岩
で

は
ア

ザ
ラ

シ

が
昼

寝

を
し
、

イ

ル

カ
は
遊

覧
船

と

い
っ
し

ょ
に

楽

し
そ

う
に

泳

い
で

い
ま

す

。

こ
ん
な
美
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

な
ん
て
、
何
度
も
息
を
の
み
ま
し

た
。

地区名 日　　 時 会 場 種　目 詳　細

本庁
10/30 日 午前９時から

雨天：体育館
南部小

グラウンドゴ ルフ

ほか

松浦

昔61－9300

明第一

明第二

10/10･睨 午前8時30分から

小雨決行

雨天:10/16( 日)上本郷小

上本郷二小

松戸運動公園

バレ ーボール

ゲート ボール

グラウンドゴ ルフ

ほか

村松

顋34－2927

滝田

S62 －2683

矢切
10/10 睨 午前 ８時から

雨天：体育館
柿ノ木台小

運動会種目

ｸﾞﾗｳﾝ ﾄ ｺ゙ﾞﾙﾌ ほか
斉藤
萱62－1322

馬橋
10/30(日)午前 ９時から

雨天：１１／６(日)

第三中

八ヶ 崎小

幸谷小

運動会種目

ゲート ボール

グラウンドゴ ルフ

小川

a62 －9249

常盤平
10/16(日)午前 ９時から

雨天：10/23日
金ヶ 作小 運動会種目

小島

f187－3310

五香六実
10/ 9 (日)午前8 時30 分か ら

雨 天:10/10 吩
六 実中央公園 運動会種目 富澤

酋87－5640

常盤平

団地

10/16(日)午前 ９時から

雨天：常盤平一小

金ヶ作

グラウンド
運動会種目

団 地自 治 会

事務所

登88－9367

小金
10/10 吩午前 ９時から

雨天:10/16(E])
小金北小

ゲート ボ ール

グラウンドゴ ルフ

運動会種目ほか

小 金 地 区 会

事務所

酋剞－5261

小金原
10/ 9 (白)午 前8 時30 分 から

雨 天:10/10 例
根木内中 運動会種目

高橋

f187－7724

新松戸
10/10 例午前９時から

雨天：体育館
馬橋北小

運動会種目

グラウンドゴ ルフ
渡辺
酋41－8853

秋

季

体

育

祭

（

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

）

1
1
月
３
日
固
午
前
８
時
3
0
分
受

け
付
け
、
９
時
開
始
　
会
場
栗
ヶ

沢

公

園

庭

球
場
　

種

目
男

、

女

、

Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

ラ
ン

ク

別
　

対

象

市

内

在

住
・
在
勤
・
在
ク

ラ

ブ
・

在

学

者
　

費
用

一
チ

ー
ム

二

千
円

寮
国

際
ル

ー
ル
で

行
い

ま

す

。

圃
1
0
月
1
4
日

窗

ま
で

に

、
振

込

用

紙

で

閲

松

戸

市
ソ

フ

ト

テ
ニ

ス

連

盟

・

小

倉

登
4
5－
0
8
9
9

番

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

救急医療

体制

健康保険証

を忘れずに

◆テレ ホン案内サービス…………昔66 －0010番

平日 ，午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………昔68 －3756番

衛生会館内・毎日午後８時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……昔65 －3430番

衛生会館内・午後８時～11 時

醴 社会教育課市民文

化係昔66 一ｱ462 番
醴市立博物館昔84－8181茴パ ークセンターき45 －8900 番固森のホ ール21f184 －505C}番

西 東 期
間

竹
盛
会

竹
工
芸
展

宇
田
川
博
史
「
栖
富
展
」

（
富
士
山
写
真
展

）

1
0／
７
廁
ま
で

中
里
典
子
ほ
か

風
景
画
展

手
描
友
禅
染
色
会

上
本
郷
グ
ル
ー
プ
展

８
倒
～
2
1廁

す
み

綰
の
会
水
墨
画
展

（
松
戸
教
室
午

後
の
部

）

す
み

絵
の

会
水
墨
画
展

（
松
戸
教
室
午
前
の
部
）

2
2山
～
剽
／
４
廁

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た

る
と

き
は
翌
日
）
・
第
四

金
曜
日

は
休
館

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

観
覧
料
…
一
般
三
百
円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円

匐
／
８

圉
～
怦
／

’″
剛

1
0／
１

出
～
3
0剛

午
後
１

時

・
３
時
か

ら
3
0分

間
（
土

・
日

・
祝
日

は
午
前

1
1時
か
ら
も
上
映
）

期
　

間

特
別
展
「
馬
と
牧
」

※
詳
細
を
２
ペ
ー
ジ
で
紹
介

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「
美
の
回
廊

を
ゆ
く
／

は
る
か

な
る
源
流
の
旅
―
聖
地
ス
リ
ラ
ン
カ
」
（
観
賞
無
料
）

※
1
1／
１

㈲
か
ら
は
「
美
の
回
廊

を
ゆ
く
／
干

畳
の

石
窟
干
年
の

祈
り
」
を
上

映

内
　

容

※
月
曜
日
は
休
館
　
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分

物し催 示展

期
　
間

定
員
…
先
着
二
十
五
人
　
費
用
…
無
料

圃

当
日

会
場
で
（
雨
天
中
止

）

1
0／
８
田
・
1
0呪
・
1
6日
・

3
0日
・
惻
／
３
吩

午
後
１
時
3
0分
～
２
時
3
0分

1
0／
2
6伽
～
3
0日

1
9困
～
2
3日

1
2伽
～
1
6日

1
0／
1
0吩
ま
で

昆
虫
ウ
ォ
ツ
チ
ン
グ

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
松
葉
光
豊
氏

「
ウ
ー
ル
で
草
木
染
展
」
糸
ぐ
る
ま

「
み

ん
な
の
公

園
絵
の
コ
ン

ク

ー
ル

入
選
作

品

展
」
働
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の

緑
化

基
金

「
野
鳥
の
写
真
展
」

「
秋
の
盆
栽
展
」

「
松
戸
の
自
然
展
」
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

大
ホ
｜ル

期　日 催し物（ ☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

10/14 働
千昌夫＆コロッケ

ジョイントコンサート ☆
14 : 00

18:30
㈱ＰＧ企画昔03－3585－4571番

16(日）
講演と映画（セィリンブ）の集い

エイズと 難病 ／若者と社会につい て

10
12

18

15
15

悒

東葛優秀映画舞台芸術鑑賞会

萱87－5065番

22(土)ミュージカル「キャバレー」☆ 18:0(〕 松戸市文化振興財団f184－505(}番

28廊
田辺靖雄ハートフル

チャリティーコンサート ☆ 17 : 00 磯部忠彦豊0424－77－3741番

小

ホ

｜

ル

10/8 出
新ヴィヴアルディ合奏団

シリ ーズコンサートVOI.3 ☆
14：

00

松戸市文化振興財団

昔84－5〔万O番

９(日) ピアノ・テクニトーン発表会 10：00
柏ミュージックアカデミ ー

酋0471－52－9824番

22出 恵風琴景箏曲リ サイタル☆ 18 : 00 恵風琴景雲B8－5482番

23日 松戸市民カラオケ発表会 10 二00 滝沢一三き91－0222番

28廊 バレエサークルオーロラ発表会 17:00 大川由紀子き43－1937番

29山 ピアノ発表会 1仁00 ひだのピアノ教室a42 －8421番

11/3 吩 音楽発表会 13:00 塩谷伸志子f188－9496番

21世紀の森と広場

パークセンター
市立博物館森のホール21

松戸駅市民

ギャラリー

二
十
世
紀
が
丘

青
山
葉
子
さ
ん

あ
な
た
の
旅
の
思
い
出
を
、
写
真

に
百
五
十
字
程
度
の
文
章
を
添
え
て

広
報
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

松戸市民運動会

今年も市内各地で市民運動

会を開催します。

スポーツ課　63-9241番

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

後

期

ク

ラ

ブ

対

抗

戦

（
ダ

ブ

ル

ス

）

1
1
1
1

一
月
６

日

収

二

～

三

部
）
、
1
3

日

㈲

（
四

上
（

部
）
、

午

前
９

時

～

午

後
７

時
　

会

場

運
動

公

園

体

育
館

、

小
金

原

体

育

館
　

費

用

一

ク

ラ

ブ
三

千

円

圃
1
0
月
2
3
囗

㈲

午

後
６

時

か
ら

の

組
み
合
わ
せ

会
議
で

閲
松
戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
・

長
谷
川
音
4
1－
7
9
2
5

番

費用…無料　圉当日会場にて



市立博物館蔵

幸田貝塚出土片口付き土器

ま
つ
ど
歴
史
点
描

関東地方の各県代表・32校が参

加して演奏を競う「第50回関東吹

奏楽コンクール」が、９月10日、

埼玉県所沢市の市民文化センター

で行われ、千葉県代表として参加

した聖徳大学付属中学校と市立和

名ヶ谷中学校が、中学校Ｂ（35人

編成）の部でそれぞれ入賞を果た

しました（写真は県大会のもの）。

片口は､一方にだけつぎ口のある器で､酒やしょうゆをた

るから注ぎ分けるときによく使われています。

写真は、縄文時代の前期（今から約6,000年前）に使われ

ていた片口付き土器で、今年の５月に国の重要文化財に指

定された幸田（こうで）貝塚出土品の一部です。

その形や機能については、縄文時代の主食であるドング

リのアク抜きに使われたとか、単なる流行だとか、諸説さ

まざまです。

梅酒のカクテルが
健康の秘訣？

市内最高齢者
前田夛郎吉さん105歳

関東吹奏楽コンクールで

聖徳大付属中が金賞

市立和名ヶ谷中が銀賞
華麗な演奏に惜しみない拍手を

「お年寄りに感謝の気持ちを伝えよう」と、

満69 歳以上を迎えた24,873 人に、９月15日の

敬老の日、敬老おこづかいや祝い品などが贈

ら れました。

上本郷の前田夛郎吉さんは、その中でも最

年長の105 歳で、県内でも ６番目に多く年輪を

重ねています。

「楽しみは、梅酒を焼ちゅうで割ったカク

テルでの晩酌」という前田さんには、川井市

長が訪問して、長寿祝い状と祝い品が贈られ

ました。

聖徳大付属中は関東大会初出場

ながら金賞を受賞。「普段の部活動

で、高校生と一緒に練習を重ねて

いることが強み。当日は心おきな

く演奏できたようです」と、指導

に当っている進藤教諭。

また、女子だけでも迫力は男子

に負けないという和名ヶ谷中は銀

賞を受賞。「チームワークの良さが

成績につながりました」と部長の

佐藤さん。関田教諭も「地域の人

たちの理解のおかげ」と大会を振

り返ります。

両校の生徒の華麗な演奏に、惜

しみない拍手を贈りたいですね。

身近な街の話題をお寄せください。

悶広報課

街
の
話題

(市立博物館)

最優秀は坂寄涼美さん(第三中)に決定！
環
境
美
化
啓
発
ポ
ス
タ
ー

中学生を対象とした環境美化啓発ポスターの募集に、

350点もの応募をいただき、ありがとうございました。

厳正な審査の結果、最優秀に坂寄涼美さん(第三中)

が選ばれました。そのほかの入選者は、右表のとおりで、

10月11日(火)から14日

(金)まで、

市役所本館新館１階連絡通路

に展示します。

清掃業務課業務一係

坂
寄
さ
ん
の
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
、

町
会
や
各
公
共
施
設
に
掲
示
し
ま
す

秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー

みんなで参加しましょう！

自分たちの手で自分たちのまちをきれいにする、秋の「市

民ぐるみでクリーンデー」を行います。

315団体が参加して、約33ｔのごみを集めた昨年同様、市

民の皆さんのご協力をお願いします。

日時…10月16日(日)午前9時～正午(雨天の場合は23

日(日)）

場所…町会内の公園や道路などの公共スペース

内容…散乱しているごみを、市が配布するごみ袋(燃や

せるごみ用・燃やせないごみ用・資源ごみ用の３種)に入

れて、種類別に集めてください。

※町(自治)会によっては、日時が変更になります。

家庭ごみは出さないでください。

清掃業務課業務第一係

そのほかの入選者

優秀…大脇秀一(第二中)、岩井華織(第三中)、

池谷麻里子(第五中)、岡野昌一・小林達也・

大森玲子・小林千紘・小菌美奈子(栗ケ沢中)

大崎俊一・猪爪宏和・山本武司(牧野原中)

沢田ゆかり・益子茂行・山岸千夏(新松戸南

中)、戸張友希・岩本いずみ・青木寛・篠原綾・

森本亜希子・鯨岡弓絵(旭町中)　[敬称略]

各種イベント

・温水プール・テニスコートの

無料開放

・クリーンセンターの見学

・ごみ減量・再資源化ポスター・

作文の入選者表彰式

・迷宮クイズ

・再生自転車の販売(30台)

・フリーマーケット

・子どもの広場

・紙すき教室(はがきの作成)

ク
リ
ン
ク
ル
ま
つ
り

第３回「千葉県リサイクルの日」県民

運動の一環として、クリンクルまつりを

行います。

ごみの減量やリサイクルをテーマとし

た、楽しい催しでいっぱいです。

ご来場の際には、古新聞、古雑誌をお

持ちください。粗品を差し上げます。

日時…10月16日(日)午前10時～午後3時

会場…クリーンセンター(高柳新田37

番地・車での来場はご遠慮ください）

ごみを減らす課

あつめよう古新聞

掘り出そうフリーマーケット

和名ケ谷中

成徳大付属

中
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